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私が当研究所に参りましてから, この 3月で丁度―‐年になります。 なすべきことが沢山ありながら,

遅々として進捗しないのは不敏の致すところ,漸愧にたえません。

所報も第 3号 (1953)以後色々の事情で遅れていましたが,漸 く1954年及び 1955年と2ケ年分の業

務状況をとりまとめて第 4号として発行する事に致しました。

ふり返つてみますと昨年後牛の僅かな期間においてさえ, 例へば粉乳中の砒素の検出,所謂奇病とい

はれた溶血性連鎖球菌による疾病の問題,井水中からの四エチル鉛の検出等に色々の問題が続出して,

極めて多忙な年を過しました。やはり仕事の面では,検査業務に維始追いかけられて,残念ながらやり

たいこと,又やらねばならぬ事にも殆んど手が出せないと云うのが私共の実状でした。 けれども私共は

今日私共の最善をつくして先づ実績をあげようという事に目標をおいて, 一人―人の奮起を求めており

ます。なぜなら実績をあげることによつてはじめて,関係当局の方々も一般の方々も研究所というもの

に就て乃至は仕事の内容に対しても,正 しい認誤と理解とそして協力もして戴けると信するからであり

ます。

次にこの期間中においての大きな動きは, 川上前衛生部長乗所長が兵庫県へ栄転され,新 しく古野部

長が着任された事でありませう。 川上前部長は昭和 24年 10月「福岡県衛生研究所設置条令」の公布を

見て研究所が新発足したその日から同26年 3月迄及び昭和 28年 6月から同30年 1月 栄転される迄 2回

に亘つて所長を乗務されて,専 ら研究所の発展育成に尽力ぎれ, 今日の研究所の基礎を作つて戴きまし

た。云はば文字通りの生みのそして育ての親でありました。 改めて私共は厚く感謝申し上げ併せて御盛

運を所念してやみません。叉 30年 4月着任されました古野新部長は前部長に劣らす研究所の発展のため

に関心と援助を戴いております。衛生部の活躍するところ研究所も発展するという新部長の力強い言葉

に,そ して叉前部長の遺業に対しても私共は更に一段と奮起して当所の使命の達成に邁進したいと念願

致しております。

昭 和 31年 3月 10日

福 岡 県衛 生研 究 所 長

真  子 憲  治
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明治 13年各県警察部に衛生課が置かれてから本県でも県庁内に化学を主とする衛生検査室が設けられ

て業務をとつていたが,明治 43年県庁に近い福岡市薬院堀端 7番地に木造干屋建の家屋が新築されてこ
こに移 り現在の研究所の基礎となつた。その後大正 5年には福岡県衛生試験所と改称されて獣医室,細
菌室についで寄生虫室が加 り,細菌,寄生虫の検査,ワ クチン製造等試験所の業務も漸 く多忙となり研
究も活浚に行なわれるようになつて,1日来の施設のままでは狭限をつげるにいたつた。幸,昭和 12年 3

月延約 700坪の新築を決定し前記の敷地に旧家屋を取壊 して着工し約 2ケ年牛の日時を要して昭和 14年

10月竣工を見,試験所の面日は一新するにいたつた。爾来研究所に発展した今日迄中絶することなく業
務をつづけてきた。この間昭和 20年の経戦直後一時県衛生課が試験所内へ移転したために執務が困難な

こともあつたが,昭和 21年衛生部設置後 22年 6月 には衛生部の新築なつて試験所も旧に復 し予防課の

主管のもとに人員,施設等根本的な拡充改善を行いつつあつた。念々昭和 23年 4月厚生省の「 地方衛生

研究所設置要綱案」によつて衛生研究所の設置が要望されるにいたつたので昭和 24年川上六馬部長の着

任をまつて同年 10月 7日「 福岡県衛生研究所設置条令」の公布を見て衛生研究所発足の運びとなつた。

ついで翌 25年 2月 23日「 福岡県衛生研究所処務規定」が定められ 庶務, 第一細菌,第二細菌,化学の

四科が設置されたのであるが,更に昭和 28年 4月 28日 これが 一部改正を行い従来の第一細菌科を細菌

科に第二細菌科を衛生生物科と機構を改革し,こ こに画期的整備充足されるに至つた。次いで昭和 28年

5月所長小野蘇牧博士退任以来約 2年間専任所長を得なかつたが,昭和 30年 4月 に至 り真子憲治博士が

所長として就任されたのである。

I.機構と定員現員表

本研究所の機構及び業務内容については, 昭和 25年 2月 23日 福岡県衛生研究所庶務規定が 制定され

当時庶務,第一細菌,第二細菌,化学試験科の 四科に分掌されていたが, 更に昭和 28年 4月 28日 従来

の第一細菌科を細菌検査科に,第二細菌科を衛生生物科と改称された。現在の機構の概略は次の通 りで

ある。

務  科一 庶 務 経 理 係

|一細 菌 検 査 係
細 菌 検 査 科― |

l一ワ クチ ン製 造 係

所 生 生 物

|―血 液

科一 |―寄生虫 ,

|一食品細菌

検 査 係

臨床検査係

,獣 疫 係

品,薬品試験係

品 検 査 係

質 試 験 係

境 衛 生 係

学 試 験
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職 別
2

科 別

化 学 科

年度別予算額
目

衛 生 研 究 所 手 数 料

雑   収   入

純    県   費

A・ 現 員 配 置 表  (30年 12月 31日現在)

傭  人
務

B。 年度別職員定員現員表

昭 和 29年 昭 和 30年

現 員

I。 年度別 歳入。歳出.一覧表

A。 年 度 別 歳 入 一 覧

昭和30年度
予 算 額

級
手助

級

雇
事

長

科

科

務

菌

所

庶

細

衛生生物科

計

事

師

事

師

主

技

主

技

級

級

級

級

三

二

三

三

人

雇
　
　
計

傭

費

3,700,OCO

500,000

2,476,100

13,301,900

490,000

1,658,800

技  術 事  務 技  術

一

２

１

一

１

一
　

一
　

一

一
　

一

２

３

４

一

４

５

２

２

　

１３

昭 和 26年 昭 和 27年 昭 和 28年年 度 別

定 員 現 員 定 員 現 員 定 員 現 員 定 員 現 員 定 員

1

4

1

11

14

11

42

昭和26年度
予 算 額

昭和27年度 1 昭和28年度
予 算 額 1 予 算 額

昭和29年度
予 算 額

4,513,7CO

420,OCO

3,709,500

9,920,400

300,000

1,888,300

10,961,100

540,000

2,437,400

計ト
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年度別予算額

B。 年 度 別 歳 出 一 覧

費    目
昭和26年度
予 算 額

6,676,100

562,800

1,742,400

262,900

1,296,300

80,C00

826,000

205,900

10,000

315,000

276,000

25,100

86,OCO

168,000

508,500

310,000

1,200

昭和27年度
予 算 額

8,643,200

1,419,000

1,759,200

276,200

2,150,200

42,500

916,000

360,000

10,000

400,000

334,000

31,500

196,000

186,600

202,000

360,000

昭和28年度
予 算 額

12,108,700

1,916,400

2,523,000

204,800

2,9049000

12,500

988,600

367,800

20,000

868,

623,

87,

103,

179,

900,

410,

昭和29年度
予 算 額

13,938,500

2,2c9,200

2,997,600

435,400

3,249,400

25,000

1,140,600

358,200

20,C00

1,036,200
696,700

88,300

115,500

216,400

1,000,000

350,000

昭和30年度
予 算 額

12,133,100

2,136,000

2,952,000

230,900

2,316,200

24,500

1,089,800

149,000

16,000

990,000

740,000

76,700

lo5,500

182,000

415,400

370,000

339,100

５００

３００

４００

０００

４００

Ｃ００

００〇

一

費

給

料

費

当

金

費

費

費

費

費

費
料

料

費

費

料

一［
一
　

　

　

子

　

口山
　

　

本

水

搬
．
　

　

　

料

研

員

・
　

　

　

料

糧

製

　

運

数
繕

品

　

険

生

　

　

　

員

　

耗

　

　

刷

熱

信

　

　

　

材

衛

吏

給

旅

職

賃

消

燃

食

印

光

通

千

修

備

原

保

IV.年度別試験検査一覧表

科  目

度 別

件
検 査
件 数

2,328

153

35

3,545

76

160

1,074

386

39578

4!1

14

0

399

258

58

386

163

5,297

150

10

550

15

95

3

41

31

1

416

17

8o2

108

5

190

20

1

16

41

6

養

査

査

査

ス
査

査

査

査

定

験

験

動

査

‐査

詢

封

査

培

検

検

検

フ
雛

検

検

繭

判

淵

ぶ

鰤

検

釉

催

催

綴

菌

チ

多

虫

　

、日
型

Ｌ

効

査

品

薗

査

査

製

便

液
菌

核
疹

椰

生

虫

詢

液

胸

翻

鰤

食

『

嚇

跡

鋤

糞

血

淋

結

発

日

寄

原

梅

血
薬

殺

水

飲

環

水

食

添

一
〇

験

験

査

査

査

査

試

試

調

検

に

た

析

生

　

考

考

品

分

衛

毒

示

交

薬

泉

境

中

″

リ

医

温
環

食

臨

獣

昭和39年度昭和29年度

熔嘉1燿柴毛
|† 嵌

1件 数

954

12

17

271

0

10

1,728

0

752

0

623

299

285

0

14

19

70,389

434

45

1,851

7

139

571

0

11,713

0

62

0

1,111

199

347

505

11(3

3,744

106

0

57

6

0

０

８３

８２

９９

０８

５

５４

３

５５

３２

２

０３

００

０４

６７

５

０２

５

〇

一

検 査
件 数

79,985 4,985 91,404 53,344

昭和26年度 昭和27年度 昭和28年度

5

一

４１

３５

５

４６

一

〇

１

一

一

一

〇

１

　

一
　

一

一

〇

０

一

一

　

５０

査
数
検
件

査
数
検
件

873

11

3

315

0

74

415

0

547

38,078

285

66

2,209

1,923

494

0

1,o20

0

1,514

96

0

14

6

0

149

63

194

29

0

47

‐４
４４
８
０３
２
８
９５
　
』
。
４９
。

2,169

7

10

322

3

63

422

0

1,395

0

・384

105

5,842

219

40

2,972

128

5

942

422

5,602

4o3

23

0

418

225

146

551

398

4,396

97

6

108

31

68

19

23,061

45

30

3

395

16

824

111

14

289

86

0

37

13

7

3

8231計 19,144 1,695
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V.改 正 さ れ た 条 例
昭和24年 10月 1日福岡県条例第76号

福岡県衛生研究所手数料条例

 骨
霜:;量 2胃TTttAξ i量結藷E

1

11

福岡県衛生研究所手数料条例を次のよぅに制定する。 第 1条福岡県衛生研究所が行う試験又は検査を
うけようとする者は,別記様式第 1号による依頼書に, この条例で定める手数料を添へて, 所長を経て

知事に申請しなければならない。

第 2条 手数料は,「健康保険法及び船員保険法の規定による療養に要する費用の額の算定法」 (昭和
18年厚生省告示第 66号)に より算定した額の 8%。。とする。 但し次に掲げる場合の料金は次のとお
りとする。

1。 寄 生 虫 検 査

(イ }寄 生 虫 集 卵 法         1件 につき      35円
同 原 虫 集 卵 法      ′′     50円
2.殺虫殺鼠殺菌剤等の効力試験         ′′      2,000円
3。 培養基等の細菌検査資材性能試験       ′′      2,000円
4。 化 学 的 試 験       ′′

(イ )医薬品の薬用適否試験          ′′       500円
(口)飲食物,飲食用器具着色料        ″

化粧品の衛生上適否試験         ′′       3oo円
い)酒類及び酢の定量分析          ′′       500円
(二)バ ン,菓子,砂糖,蜜,水飴の定量分析  ′′       4oO円

|ホ)醤油及び味嗜類の定量分析        ′′       600円

国 内類及び肉製品の定量分析        ′′       4oO円

(い 石鹸類の定量分析            ′′       400円
(チ)温泉及び鉱泉の療養適否試験       ′′       600円
(り)温泉法施行規則に基 く温泉の定量分析   ′′      5,000円
図 放 射 能 試 験      ′′   2,000円
四 下水及び排水の試験           ′′       600円

0 飲食物嗜好品中の人工甘味料及び     ′′

保存料並びに標自料の定性分析    1成 分につき    100円

0 飲食物嗜好品中の人工甘味料及び

保存料並びに標自料の定量分析      ′′       200円

(力)食用油脂バター人造バター,つL製
品等の衛生上適否試験        一件につき     400円

(ヨ)アルコール飲料中のメタノール試験    ′′       200円

0)水及氷雲の飲料適否試験,化学的試験   ′′       250円

5.水食品等の細菌学的検査           ′′       250円

6。 駆虫薬の効力試験              ″      3,000円

7。 環 境 衛 生 試 験

(1)室内の温度条件に関する測定

(ィ )気温,気圧,風速,輻射熱,照度,紫外線測定
各 1件につき     30円

(口)冷却卒感覚温度測定           ′′        40円
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0)騒  音  測  定        ′′      50円
(3)杢気の汚〕1染に関する測定

(イ )換気量測定及び換気回数測定     1件 につき    1,500円
任)じ ん あ い 測 定
(イ )じんあい粒子の大きさ, じんあい粒子の数測定

各 1件につき     100円
(口)じんあいの定性分析        1成 分につき     100円
(ハ)じんあいの定量分析          ′′        200円
(5)室気中の一酸化炭素の測定       1件 につき     150円
(6)室気中の炭酸ガスの測定         ′′        200円
0 室気中の落下細菌検査          ″        150円
③ 被 服材 料 の検 査

(イ )表面積比重含気量の検査      各 1件につき     100円
(口)吸湿性,放湿性の検査         ′′        100円
(ハ)含水量,吸水量の検杏         ′′        100円

0保 温 性 検 査      ″     100円
|ホ)汚 染 性 検 査      ′′    100円
(0 前各号以外の試験検査                   実  費
8.診断用冤疫血清 (10倍 にうすめたもの)  l Ccに つき     100円
9.培  養  基
(1)普通培養基 (普通寒天ヴイヨン,ベプトン等)

1個につき      25円
佗)B.T.B又 は遠藤氏培養基         ″        45円
(3)胆 汁 培 養 基        ″     30円
任)特 殊 培 養 基
И)淋 菌 そ の 他      ″     50円
同 結  核  菌        ′′     40円
10.容 器滅 菌 手数 料

(1)試 験 管 滅 菌          1本 につき      10円
② シ ヤ ー レ 滅 菌          1個 につき      10円
11。 文 書 料 (検査成績書再交付鑑定書証明書交付)1件 につき   50円
0)ガ ス類製造品,天然産物及び前項第 4号の物品の合有成男Cの うちとくに 1成分又は 1成分以上を指
定して試験を以頼する者は定性分析にあつては 1成分につき 100円 , 定量分析にあつては 1成分につ
き 200円 を微収する。

第 3条 知事は前条の規定によりがたい検査については必要経費を徴収する。
第 4条 既に納附した手数料は還付しない。
第 5条 試験又は検査等のため職員の出張を申請する者は, 本県所定の旅費及び用具の運搬費 ,
実費を負担しなければならない。

付   則
この条例は,公布の日から施行する。

その他



_6_

Ⅵ.細 菌 検 査 科
科 長

要

坂 本 さ つ き

A.概

細菌科の業務は伝染病予防法及福岡県衛生研究所設置条例に基いて行つているが, 各種の検査は近年

保健所の検査室の整備により数的には検査件数は漸減の傾向がみられる。 赤痢菌,サルモネラ菌の検索
も研究所として行ふのは集団発生の他は各保健所で分離された菌型の決定が主であるが然し別記の赤痢

集団発生は昭和 29年及び 30年それぞれ 1件をかぞへ,又食中毒の集団発生も1件あり,又 30年秋の溶
連菌感染症の集団発生の際は現地保健所の協力を得て病原菌検索に当つた。 その他開業医又は近隣の病
院の求めに応じて,サルモネラ,赤痢菌の検索は勿論,結核菌, 淋菌検索をはじめ, 各種の病的材料に
ついての病原細菌検査及徽毒反応を除 く各種血清反応検査を行い又結核菌をはじめその他の病原菌の化

学療法剤耐性試験も行つている。

筒ツベルクリン稀釈液の製造を行い,昭和
"年
,30年は, 夫 ,々年間 180万人分を生産し, 福岡県

及九州管内における各種団体,事業場の結核検診に使用するツベルクリンを供給し, 結核予防の一翼を

荷なつている。

叉,少数ではあるが沿毒薬の殺菌効力試験も一般の求めに応じて行つている。

最後に県下の保健所の検査機関の指導については講習会を開き衛生検査技術者の向上を計つている。

筒昭和 29年 , 30年の検査件数は別表の通りである。

昭 和 29,30年 細 菌 検 検 査 ― 覧 表

度

区

査
査
計
検購
属
菌ラ

菌

ネ
ｒ

モ

譜澪

レ

赤
ナ
小

矛I 昭和 29年 (1月 ～ 12月 )

総検査件数 陽性 件 数

1 昭和
30年 (1月 ～ 12月 )

1総検査件数 1 陽 性 件 数
検 査 種 目

糞 便 培 養

結核菌検査

淋 菌 検 査

薬剤効力試験

血 液 検 査

脊髄液 検査

検
検

染 色 鏡 検 検 査
培 養 検 査
小    計

染 色 鏡 検 検 査
培 養 検 査
小    計

４１

一
４１

査
査
計

検色 鏡
養

染
培
小

一

１

１

一
一
一

一
一
一

2,921
2,921
5,842

1,075

1 1
■ |
2  1

31

2

17

12
31

871
菌 型 判 定

B・ 検 査 業 務

1・ 結核菌検査成績について

昭和29年 ,及び30年の各 1月 より12月 に至る各1ケ年間に於ける結核菌検査件数は次表の如くで

ある。

４５

一

４５

333
2,639
2,972

51
344
395

殺 菌 消 毒 薬 検 査 1   23
小        言十 1    23

一
　

１６

１４

３０

14

76

63
153

|

|

査
工
査
査
計

検
″
検
検

養
イ′́
応
養

培
ワ
・又
培

汁
´
ス，菌

胆

一
ク
細

夜
ダ
ソ
■

ンヽ

イ
ー
、ヽ
ノ
ー

血
ウ
リ
血
小

19

128

72
219

1,310
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ミ`ミ=三=IIIIIl丁
~~~~件
     数   |

轟れ、こ別
.T~ヽ ______| 総 検 査 件 数 陽  性  件  数

|

昭 和 29年
 |

査

査

検

検

色

養

染

培

51(15。 32%)
344  (12.87%)

(16.59%)
(11009%)

昭 和 30年
69

347

培養検査は,小川氏法により小川培地を使用し, 成績判定は四十日間観察後とし, 牛り定基準は次の様

にして行つた。

0……培地の広さの約 1/4又は衆落数にして100個以内の集落発育を見た場合

①……培地の広さの約 1/2又は衆落数にして200個以内の集落発育を見た場合。

冊……培地の広さの3/4に集落発育を見た場合。

Ⅲ……培地全面に集落発育を見た場合。

之れを表示すれば次の如 くである。

年 度
｀
＼ 、、、、

344
昭 和 29年

173

(49。 57%)
34 1         49

(9.8%)|(14.12%)昭 和 30年

顕微鏡検査は主として,ザ ール,ネ ールゼン氏法を用い, 一部チール,ガベツト氏法を以て染色鏡検

を行つた。総検査件数及び陽性件数は次表の通りである。

年度別 陽性計

51

15。 32ア/

昭和

昭和

27 23。 19 8.7 16.59%

筒県下各保健所に於いて結核菌培養に使用する培地,及び耐性試験用培地は, 当研究所で一括作製交

付し,昭和
"年
度中の交付数量は 18,434本で, 月平均 1,536本,昭和 30年度中の交付数量は 18,"1

本で月平均 1,524本宛の培地を交付して来た。

其の他ストレプトマイシン,パス等の抗生物質及び化学療法剤の耐性試験も依頼に応じて実施して居

るが,その成績については別項に述べる。

2.結 核菌の抗結核剤耐性試験成績について

昭和
"年
及び同30年の 1月 より12月 に至る各 1ケ年間に於ける結核菌の抗結核剤耐性試験の一般検

査依頼は,昭和 29年度 43件,内耐性件数 2件 ,同 30年度 282件 , 内耐性件数 48件で,薬剤としては
ストレプトマイシろ パス,イ ソニコチン酸ヒドラジドの各 10rノCc濃度含有の小川培地を用い,試験は

直接法により実施した。

査

査

検

検

色

養

染
培

485

3,476

Ⅲ→
陽 性 度

鱒 0 ||||う

155

(45.06%)

62

(18。 02′び)

25

(7.27アメ)

10Z

(29て 5%)
陽 性 件 数
%

陽 性 件 数
%

5号 6号4号
|

|

9号 10号7号 8号
| |

2号 3号1号

性 度
|ノザフ
キ

陽性件数

1。 96ァィ 11.76%

13

25.47%

7

13。 72′|〆 9.

陽 性 社 獅 3

4.35%

7

10.14フイ 5。 8%'

4

5。 8%

91

(26。 22%)

4

7.84οζ
384

lC

19.6ァ

`

10

14.49%
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筒当研究所に於て,分離保存せられた任意抽出の結核菌株について, 交叉耐性試験を行つたが,其の

判定は次の通りである。 自口ち対照培地と薬剤含有培地を比較し対照培地とほぼ同様な発育をした薬剤含

有の培地を, それぞれの菌の抗結核剤に対する完全耐性とし,対照培地と比較しその発育のおとるもの

を不完全耐性, 全 く菌の発育を認めぎるものを非耐性と牛」定した。成績判定は,何れも4週間後に行
つた。

試験成績は,次の通りである。自口ち交叉耐性に於ては,昭和 29年度中に実施した分離保存菌株 67株

の九 S.M,Po A.S,共 に耐性のもの 8株 (10.45%)で 第一位を占め,P.AeS,Io N.A.H,共 に耐性

のもの62株中 1株 (1。 61%), Io N.A.H,So M,共 に耐性のもの, 54株中 1株 (1。 85%)で,Io N.
A.H,So M,Po A.S,共 に耐性のものは皆無であつた。筒各薬剤単独の耐性試験では,So M,が 67株

中 16株 (23。 88%)で第一位を占め, P.A.S,では 67株中 12株 (17。 91%),Io N.A.H,のみの耐性

株は67株中皆無であつた。

昭和 30年度中に実施した交叉耐性試験に於ては, 大体昭和 29年度の成績と大差ない成績を得たが ,

之れは昭和器年度 (所報Ⅲ)報告の通り従来の成績に比し著明な変化はなく, 又 I.Ne A.H,耐性菌が

皆無なのは,被験例数が少く,明確な事は云えないが之の薬剤に対する耐性菌は非常に少いのではない

かと思はれる。街各薬剤別の試験に於ては,殆んど前年度と著明なる差はない。
交叉耐性試験成績次表に示す通りである。

交 叉 耐 性 試 験 成 績

年 1 耐 |

1性  |
度 1度 |

S + P P I

0

67

9 0

＞

一
７

Ｃ

一
６

昭
　
和
　
２９
　
年

昭
　
和
　
３ｏ
　
年

７

一
７

６

一
６

9

０

一
７６

計

76

76

註 三S… ストンプトマインン  P…パス  I・ イ̈ソニコチン酸ヒドランド
完…完全耐性  不…不完全耐陸  非…非耐性

筒各薬剤別に見た耐性菌に就ては,次表に示す如く,昭和
"年
では,ス トレプトマイシンに於て,80

株中
"株

(36。 25%),パ スに於て,67株中22株 (32。 84%),ィ ソニコチン酸ヒドラジドに於て,62株
中2株 (3。 23%)の各耐性価を示し,昭和 30年では,ス トレプトマイシンに於て,86株中46株 (53。 49

%),パスに於て,31株中 10株 (32.26%),ィ ソニコチン酸ヒドラジドに於て,14株中1株 (7。 14%)

の各耐性価を示した。

|

I+S+PP+I I+S S

0

62‐

一
６２

０

一
６２

一

。

一
５４

一
‐

一
５４

‐

一
５４ ０

一
６２

11

６

一

‐
７

１

一
６

７

一
６７

９

一
７

５

一
６

一九

不

３

一
４

５

一
５

２

一
２

６

一
６

61

62

51

67

０

一
７

１

一
６

12

２
７

５

一
７

５

一
６

フli

不

一

３
一３２

一
１
一２

一

‥

一

　

一

＜

４
丁

一

４

一２７

一
‐

所

一

５

一
２７

:メト
８

一
２

２

一
３

12

11

12

0

12
一

８

一
２７

一
７

１

一２

８

一
７

１

一
２

４

一
４

１

一
９

９

一
４

１

一
９

５

一
４

２

一
９

一

・

３

一Ｍ
一

～

17
一

。

一
７６

一
。

一
７６

６９

一
９４

77

94

０

一
６６

71
一
‐

２

一
６６71

71

87

99

４

一
６

６

一
６

む九
1

不

70

71

0

０

一
９

１

一
９

一
‐

２

一
９９

２

一
９

１

一
９

71

71

71

0

0

71

|

|

‐

一
６２

一

０

一
９

1

0
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P A S

完 全 1不完
全

|

20

80

9

80

９

一
〇

２

一
８

18

67

４

一
６７

31

2 10

31 14 14

0 1

19 ５

一
％

７

一
燎 98

326

98

薬 剤 別 に 見 た 耐 性 菌

S. M

完 全 不完全 言十 ,ot + l+;t+
昭 和 29年

昭 和 30年
10

56

166

(坂本さつき,高橋克己,西見保之,武井守正)

3.消毒薬の殺菌効力試験について

昭和 29年 1月 ～ 12月 に至る1ケ年間の沿毒薬等の殺菌効力試験依頼件数は 23件で大部分のものが,

ベンゾール系薬剤を主成分とせるもので, 他は次亜塩素酸ソーグを主成分とせるもの3件, 電子オゾン

殺菌灯 1件であつた。昭和 30年中に於ける沿毒薬の殺菌効力試験依頼件数は 14件で, 次亜塩素酸ソー

ダを主成分とせるもの4件 ,ベンゾール系薬剤を主とせるもの2件, 活イオン殺菌器 3件, 其の他 5件

であつた。以上何れも,地元の沿毒薬メーヵ―からの依頼で, 主として沿毒薬の殺菌力向上の研究目的

及び新成品の試験研究を主目的とするものであつた。   (坂 本さつき,高橋克己,西見保之)

4.日召和 29年添田町に発生せる集団赤痢について

一

１

一
，
２
一
６

一

３６

一
８６

計
３
一る
一

１一
‐

２
一％

一

′

1。 発 生 の 概 況

検病調査により牛1明 した所によると,患

者の発生は現に 4月 5日 から認められるが

発見の日4月 12日 以後の発生は表のよう

に 4月 14日 から4月 17日 迄に大部分の患

者が発見され,それ以降の発生は急速に減

少している。 (表 1)

地区別の患者の発生状況は表 2に示すよ

うに畑川が圧倒的に多 く,次いで上添田で

あるが,そ の他の地区にも少数の患者の発

生が見 られる。

2.患者及保菌者の性別,職業別及年令
分布

性別の関係に差はなく,職業的には学童

学齢前の幼児に多 く,年令分布に明かなよ

うに 5～ 9才 (31例)及 10～14才 (32例 )
の年令に最も多 く,次いで 0～ 4才の18例
15～19才の 18例になつていて,14才以下
の年令居は全患者及 保菌者数の 47.6%,

印約牛数を占めている。

各年令別人口構成から見た患者及保菌者

発生卒は患者では 15～19才が 最も多 く12

%を 占めているが 保菌者では 10～14才 と
45～49才 との二つの ビークが 認められ ,

表 1。 走 者 費生 ll質 序
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表 2。 患 者 発 生 状 況

思 者

保菌者

計

一
　

２

　

２

40

130

170

10～ 14才,28%,5～ 9才,24%,45～ 49才 ,20%と なつている。
3,家 族 集 積 性

患者及保菌者の家族集積性を累積度数分布曲線で示すと罹患卒 50%以下では保菌者,患者とも酷似し

た曲線が得られるが, 50%以上の罹患卒は患者では認められす,保菌者だけ6世帯に最高 100%迄認め

られ,た とえ発病はなくても家族内感染は濃厚におこり得ることが窺はれる。

表 3.患者,保菌者の年令別構成
夕族 集積性

年  令 言ト

0 ～  4

5 ～  9

10 ～  14

15 ～  19

20～ 24

25 ′、′ 29

30 ～  34

35 ～  39

40 ～  44

45 ～ 49

50 ～  54

55 ′- 59

60才以上

舌|^

4.細 菌 検 査 成 績
4月 12日 以後連日汚染地区及 感染の疑ある地

区の調査を行い, 期間中 1,480名 の検便を実施

した。

患者及び保菌者からの検出菌は殆んどが Sh.

fleXneri 2′ で 170株,そ の他患者から 3α ,

1株を,保菌者からは2α .1株 ,3α 。2株 ,

Sh・ dySenteriae 2, 4株 を分離した。  (表 4)

家

族

内

罹

蓬

年

0-― ――→イ

　

　

■

，

　

　

胸

患 者
供由者

頻 度

3■39

か 2f

/′ /ヽア

θヽ 9
力
　
４
【

御
当

/J´%

表 4.検出赤痢菌型

型菌 計

Ｓ

Ｓ ａ

　

・Ｄ

　

ａ

Ｓ
　
取

鉤

飲

4

1

162

3

170

考   察
本流行は息者の発生が爆発的であつた事及患者の地区的分布がよく簡易水道の夫れに一致している点

から見て,水系感染によるものと思推せられる。 殊に本流行に先立ち簡易水道上流の部落に赤痢患者の

発生があり,その汚物の洗濯が行はれた事実から汚染の原因が考えられ, 又簡易水道での治毒操作も当

時完全に行はれていなかつた点を併せ考うれば簡易水道の汚:1染が本流行の原因と推定しても差支えない

と思はれる。   (添 田保健所,安蘇晋)(福岡県衛生研究所,坂本さつき,高橋克己,西見保之)

畑 川 上添田
地
坑
峰

一

地
坑
峰
二伊 原庄 西本町中元寺畑 大正町

思 者 1保 菌 者

患  者 保菌者

4

1

123

2

130

|



_… 11_

5.昭 和 29年福岡県 に流行せ るイ ンフルエ ンザについて

昭和
"年
のインフルエンザ (以下「 イ」と略記)の福岡県下に於ける流行は,2月 中旬より3月 中旬

に渉 り限極された県下数地区で学童を中心とする小流行を認めたが, 之は昭和 28年の A′ 型「 イ」の全

国的大流行の翌年に当り,「ィ」の疫学上その所見は興味深いものがあるので 以下福岡県下に於ける流

行の所見を述べる。

i.疫 学 的 調 査

本県下に於いては,2月 15日 浮翡郡吉井町中,小学校の「 イ」様疾患の集団的発生が最初のものであ

り,引続き宗像郡岬村,田島村,三井郡味坂村,福岡市内,大牟田市内, 八女郡中広川村等の地区に短

期内に孤立的局限的な発生報告が見られる。是等の地区の発生中,小学校学童を中心としてその全家族

に調査表記入様式により流行「 イ」の疫学的臨床的事項の観察を行つた。 自口ち性別,年令別罹患卒をそ

の家族構成と共に観察すると, 男子 516名中患者 221名で罹患卒 42。 8%,女子は 517名中患者 307名で

56。 7%で女子の方が高い。罹患者の年令構成をみると各地区共その66～80%,平均 73.7%は 0～ 19才

の年令居で占められ,之を家族内年令別罹患卒で観察しても罹患者対家族比の干均 48.5%を 上廻る年令

暦は 0～ 9才,10～ 19才で是等学童幼児の若年者が 圧倒的罹患卒を示している。 之を昭和 器 年の大流

行当時私共の調査したデーター (参照 福岡県衛生研究所報 第 3巷 20頁)に比べると当時は 60才以

上の高齢者が高い罹患卒を示したのに本年は壮年者居との間に大差なく,又 0～ 9才暦と10～ 19才暦の

間に著明な差がない点が特異的である。次に集積性をみると, 学校別,学年別集積性を鋏席卒により観

察すると, 校別では最大 50。 7%学年別では最大 51。 7%, 平均 20.8%で正常値の約 10倍を示し, 家族

集積性では 100%(全家族罹患)のものは地区的には最大 21。 1%,平均 8。 7%存在し, 再に家族集積性
50%(家族の牛数罹患)までの家族の累積度数は罹患者発生全世帯数の牛数以上を示し, 家族内罹患卒

の干均 48。 5%と 共に「 イ」の家族内伝染性の強い事を物語つている。次に同一世帯内で 3人以上罹患者

の発生した 72世帯 275名の患者の経過日数別患者発生状況は, 初発患者発生 3日 以内に全患者の 54。 7

%,再に 5日以内に 70。 4%,10日 以内に %。 2%が続発 し短時日内に患者の発生が終了している。 以上
の疫学的所見は,昭和 器 年流行「 イ」と基本的には著しい差異は認めないが,個々の詳細についてはや

や所見を異にする点が指摘され此の差異は後述の如 く,昭和 器 年の流行「 イ」ウイルス (以下「 ウ」と

略記)と本年のそれとは型を異にし,ひいてはその「 イ」「 ウ」に対する個体冤疫の水準が 異る事に由

来するのであらう。

il.臨 床 的 所 見

昭和
"年
の流行「 イ」の臨床所見は,昭和 28年のそれと質的には何等特異的なものは認められない

が量的には一般に本年は軽症の印象を受け, 危険な合併症併発者乃至重篤者は認められない様でぁ り,

体養日数も罹患者は 5日 以内にその約 70%は離床 している。

ili.「 ウ」学 的 調 査

本流行「 イ」様疾患罹患者の発病早期 (1日 ～ 5日 )含喉液より「 ィ」「 ウ」の分離を孵化難卵羊膜
内接種法により行い,接種材料 19件 より8株の「 イ」「 ウ」の分離に成功した。是等「 ィ」「 ウ」につ
いて,PR8株 ,FMl株 ,Lee株を用い,同定を行つた結果,B型と同定されたもの 6株,A′ 型と同定
されたもの 2株であ り,地域的分布は,浮〃郡吉井町よりB型 1株 ,A′ 型 1株,宗像郡岬村よりB型 1

株,福岡市内よりB型 1株 ,A′ 型 1株,大牟田市よりB型 3株を得た。此の所見より昭和
"年
の「 イ」

流行は B型「 イ」「 ウ」を主潮とし一部 A′ 型「 イ」「 ウ」の混在を認める。

(坂本さつき,高橋克己,西見保之)
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6.昭和 29,30年福岡県の赤痢菌型並に薬剤耐性について

昭和 29年 1月～12月 に於ける当研究所の赤痢菌総検査件数は 3,013件で, うち赤痢菌陽性件数は 106

件 (34。 9%)であ り,昭和 27年 (38,818件 ),あ 年 (20,248件 )に比較して非常な減少となつている

が,之は県下全部の保健所に於て細菌検査が行はれるようになつたためと,昭和 27,X年のような大き

な集団発生が見られなかつたためである。

併しながら昭和 四 年から新に県下各保健所に於て分離した赤痢菌の菌型決定を行うための依頼が増え

ている。之等分離赤痢菌並に各保健所より依頼された赤痢菌の菌型は次表に示すよぅに,2α ,2′ ,

3α の順とな り昨年同様,2手 の検出卒が首位を占めているが,3aの 検出は昨年に比べて可成 り著る
しい増加を示している。

之等について年令,季節,地区,患者,保菌者との関係を観察した結果は次の通 りである。

1.各年令とも2ι ,2α ,3α の順位を占めているが 10才以下の小児で 2α が 2′ より多 くなつて

お り,又 She SOnneiの 検出卒の牛数以上を占めている。

ii.各菌型とも各季節に検出され,大体各型とも四季を通じての流行が推定される。

iii.地区別の特徴は見 られない。

iV.菌型と保菌者,患者との間に著 しい差はないが,She dysenteriae 2。 1′ ,4α 等では患者か

らの検出数は 0と なつている。

V.菌型と耐性。 昭和四 年に分離 した赤痢菌の中316株 (Sho fieX,2α ,123株.2′ ,131株 .

3α ,53株.ShoSamei, 9株)の抗生物質に対する耐性試験の成績は図のように ChloramphenicOl

(以下Co M.と 略)に対し Sh flex,2′ , 3α は殆んど同型の態度をとり 0.78γ/ccを頂点とする三

角の図型が得られるが, 2α は之より稽感受性が強く,She sonneiでは, 3.12γ /Cc～ 1.56γ /CCの濃度

で発育している。 StreptOmyCin(以下SoM.と 略)に対しては 2′ , 3α は 6。 25″ccを頂点とした

三角形で, 2α は,これより稽力感性が低い,Sho Sonneiは Co M.の場合と同様に2α , 2′ に比し明

かに抵抗の強いことが認められる。

昭 和 29年 赤 痢 菌 型

型

A 群 she dys 2

Sh.flex

B 群

D 群

検 査 不 能 の も の

菌

2

1

293

433

177

1

1

7

24

言「

0.2

0.1

26.4

39。 1

16.0

0。 1

0.1

0.6

2.2

ｂ

ａ

ｂ

ａ

ｂ

ａ

ｃ

研究所分離菌株
所外
依

菌型決定
菌  株頼

よりの

1 0.9 0.11

一

１３

７５

１２

一

一

0.9

12.3

70.8

11.3

1

280

358

165

1

1

6

0。 1

27.9

35。 7

16.5

0.1

0。 1

o.6

Sh. scnnei 3.84 2。 0

16.9

計 106 1,002

169

1,108

15。 3
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び 29年には2′ の検出卒が著しく減少し2α との開きが 26年 と殆んど同様の状況を示すに至つている。

この福岡県における2′ 発生卒の一時的な著るしい増加の原因は,昭和 27年 ,28年 ,両年の本県内に
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3α は 26年から27年迄は 4～ 1%であるが ,
29年になると 13.9%と なり窪日の全国的統計に

おけるように本県でも亦 3α の増加の傾向が見ら

れる。

抗生物質に対する態度をみると C・ M,To M,

S.Mに対する 2α , 2ι 等の流行菌型の感性は

27,28年 に比して少しも低下が見られない。

昭和 30年 1月 ～12月 間の当研究所の赤痢菌総

検査件数は 1,164件で,中陽性件数は 41件 (%)

で本年も折尾,若松保健管内の集団発生を見たた

め, 当研究所から現地保健所に赴いた外は 当研

究所での赤痢菌検査数は 昨年より更に減少して

いる。

叉,本年 も各保健所に於いて分離 された赤痢菌

昭 和 30年 赤 痢 菌 型

菌   型 %

29。 20

40。 20

14。 81

0.28

0。 71

o.28

13.40

o.28

0。 42

0.42

100%

She f

Sh.

var.Y

sonnel

計ト

２ａ

２ｂ

３ａ

４ａ

４ｃ

５

６

Ｘ

Ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ

株の中, 709株について菌型決定を行つたが表に示すように 2′ ,2α ,3α の順となつていて昨年と

順位の変化はみられなかつた。ただ本年に入つて別報のように Sho fleX,6に よる集団発生が海老津炭

坑にみられ,その他の数ケ所に於いて Sho fleX,6の 検出がみられた事は,昭和 29年 と異る点である。

7.日召和 30年海老津炭坑に発生せる集団赤痢について

i。 発 生 概 況

本流行は 2月 24日 29才男と,6才女児の親子 2名の発病に始まり,25日 6名 ,26日 10名と増加し,
3月 2日 の 65名 を以て最高と嗅 防疫作業開始の 3月 4日 は発生より実に第 9日 目に相当している。以

後は減少の一途を辿 り,3月 21日 ,患者総数 446名に達 して維燎した。発生の様相を見ると患者総数の
46%は 3月 2日迄 (発生日より7日間迄)に 発生し, 73%は β月9日 迄 (発生日より14日 間迄)に発

生しており,患者の大部分は同時に同一原因によつて一齊に感〕1染 したものと考えられる。

層 別 避 者発 生 状 況
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人 口 構 成 患  者  数 保 菌 者 数発  病  率

432

374

306

195

412

341

267

155

100

6

588

120

112

74

23

36

34

29

8

10

4462

患者及び保菌者の年令別,人口別発生状況

She flexneri. 6

〃       2a

′′       21)

〃       3a

Sho  sonnei  I

計
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34。 2
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40.1

21.9

25。 0

34.0

97。 54
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0.41

0.21

1。 02

0才 ～ 4才 27.8

29。 9

24。 2

11.8

8.7
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10。 9

5。 7

1,0

17.2
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75

167

134

107

34

25

880

９

１４

１９

２９

３９

４９

５９

上

詳

”

”

”

”

”

”

”
以

　

計

５

ｌｏ

ｌ５

２ｏ

３ｏ

４ｏ

５ｏ

６ｏ

不

li.年 令 別発生状況

3月 7日 迄の届出数を見ると発生当初の期間における年令居は 9才以下に多く,´害者 238名 のうち121

名 (50。 8%)を 占め,4才以下は61名 (25.5%)で以後漸次高年令暦に及んでおり年令的に潜伏期間に
差異があるもののようである。

全患者の年令居区分をみると最高は0～ 4才の 26。 9%,最低は 55才～59才の 0。 9%である。

lli.地 区別発生状況

汚染上水が給水されていないのは戸切部落の一部と鉱業所内では百合野地区のうちの極く一部で之等

の地区住民も生活環境としては給水地区と密接に関聯性を有し, ここに汚染地区と非汚染地区を牛」然と

区別することは困難である。然し地区的の罹患卒を見ると山の神地区の36.4%を 最高とし,三尺坑 25。 3

%三坑 25%,新坑 21。 2%が高 く,戸切非給水地区の5.0%,そ の他,外部地区の 1。 2%な どと比して汚
染地区が矢張 り高い。

又,罹患卒を給水地区,非給水地区に分けて見ると前者は 18。 3%,後者は5.4%と なつており,戸切
部落のみについて見ても給水地区9.3%, 非給水地区5.0%で 給水地区が明らかに高い罹患卒を示して

いる。

iVe世 帯 別罹 患 状 況

罹患世帯は全地区 420世帯中 367世帯で 87.4%に及んでいる。之を地区別に見ると三尺坑の 100%

を最高とし,他の何れの地区も70%以上の罹患世帯を出している。

Ve細 菌 検 査 成 績

患者発生直後当研究所からも現地に出張し,速賀保健所と協力して細菌検査に当つたが その成績は次
の通 りである。

α)原 因赤痢菌型  総検査検数は 7,614件に
及び,分離菌株の中487株について菌型決定を行
つた結果表に示す通 り Sh・ fleXneri 6が大部分を

占めている。自口ち 487株 中475株 (97。 5%)が Sh.

fleXneri 6で ,こ れがこの度の集団発生の原因

菌と推定される。 その他 She SOnnei5株,Sh,
fleXneri 2 α 4株 , Sho fleXneri 2′ 2株 Sh・

fleXneri 3 α l株等が分離されているが,之等は

今回の集団発生とは無関係な検出菌と思はれる。

検 出 赤 痢 菌 型

菌 型 百 分 率検出件数
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′)保 菌 検 索  患者発生地区住民 2,588名 中,患者 237名を除いたものについて保菌検索を
行つた結果,1,089名 に菌陽性者を出したが, この中209名は患者に転症し,真の健康保菌者は880名

(34。 0%)で保菌卒は非常に高い。

Vic耐 性 試 験

抗生物質に対する分離菌の耐性を Sh.fleXneri 6に ついて観察すれば,C・ MOに対し0.7γ /ccで発育

するものが最も多く87.8%,1。 5γ /ccでは9。 6%,3。 lγ /ccでは2。 0%でぁる。T・ M.に対してもやはり
0。 7γ /CCに発育するものが 70%を 占めているが, 3。 lγ /cc以上に発育するものはなく0。 3γ /ccの もの
30%で Co MOに比し稽感受性が高いように思はれるぎ
So M。 では 12。 5γ /ccの もの77.6%,25γ /ccで 10.3%,50γ /Ccの高度の耐性を示すものが1。 7%あ り

過去における赤痢菌より抵抗の上昇が認められる。

Vil,考     察
この度の流行の特徴として患者の発生が爆発的であつたこと, 地域的に見ると鉱業所の簡易水道の地

域と一致したこと及非給水地区では患者の発生が少いことなどの事実が認められ, 他方簡易水道の取水

口上流の洗濯場に於て汚物が洗濯された事実が認められ叉沈澱池, 濾過池の不備, 塩素沿毒の不確実等

幾多の汚染の可能性を裏づける事実が見うけられたことから今回の流行が赤痢菌の水系感染による爆発

的流行と見倣しても誤りないものと思はれる。筒今回の赤痢流行菌型は, She fleXneri 6で あるが従来

県内に於てはこの Sh.flexneri 6に ょる流行は勿論,該菌の検出も殆んど見られなかつた点興味深い事
実と思う。而も本流行の後に至つて各地から Sh.fleXneri 6の 分離が漸次認められるようになつた事実

と併せ考えると She fleXneri 6の 県内えの侵入がこの流行に前後しておこり漸次県内全般に潤浸し,そ

れによつて県内の赤痢流行菌型の新しい変化が加えられるという事を考えるべきではなわかと思う。

筒化学療法剤に対する耐性は従来本県で分離されていた 2α ,2′ ,3α 等と酷似し,特に感性が強
いことも又抵抗が強いとも考えられない。 (遠賀保健所,渋江有明)

(福岡県衛生研究所,坂本さつき,高橋克己,西見保之)

C・ 研 究 事 項

膿瘍よりの SalmoneHa typhimuriumの一分離例

SalmOneHa typhimuriumは 食中毒菌として代表的な菌であるが,私共は脊椎:;たに由来する皮下膿瘍
の膿滑より本菌を分離した一症例を観察し, その病原性について興味ある所見を得たので以下その成績

を述べる。

1.症    例
患者は 24才の男子で自動車運転手であるが, 昭和 28年 8月頃酪酎して三階より地面え転落し第 1腰

椎圧迫骨折を来し,整形外科的治療により約 1ケ年後治癒し復職したが,昭和 30年 6月頃より発熱腰痛
を来し,虫垂炎の診断の下に虫垂切除術を行い一応解熱したが腰痛は軽快せず, 同年 9月 頃右腰背部に

手挙大の皮下膿瘍が出現し再び発熱を来し,此の膿瘍の膿汁よりS.typhimuriumを 分離した。患者は

その後膿瘍の切開手術を行い排膿しその際膿瘍部と第 1腰椎部にフイステルが存在する事が認められ ,

又レ線検査によつても第 1腰椎々体炎を認め,此の膿瘍が第 1腰椎々体炎に由来するものである事を確

認した。

li。 一般 臨床検査成績

a)血 液 所 見
E。   0
St0 10%
Seg. 62%

素

球

色

血

血

赤

75%
510万

分 類
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M。
値
値
間
間
時
時

球

１
２

血
　
沈

自
　
血

０

０

０

０

9,800

138
150

23%

51 ,`

見b)梅 毒 反 応
ワツセルマン反応

凝 集 法
ガラス板法

村 田 法

C)尿   所
糖   0
赤血球 0
腎上皮 0

蛋 白 0
白血球 0
円 柱 0

iii.菌 の 分 離 同 定

膿瘍ょり無菌的に探取した穿刺膿汁を血液寒天に塗抹し, 同時に小川培地に結核菌培養を行つた結果

血液寒天では干板一枚に膿汁一白金耳量塗沐で平均約 10ケ前後のグラム陰性欅菌を純培養で分離 したが

小川培地では結核菌集落の発生を認めなかつた。 此の培養検査は 1週間の間隔で 3回繰 り返し行い,何

れも同一成績を得た。分離菌は SalmOneHa菌属としての一般生物学的性状を有し, マウスに対する毒

力は LD50=10~9mgであ り, その抗元構造は, 0抗元として, 1,4,5,12,を 有し,H抗 元は
1相に i, 2相 に 1, 2, 3… …を有し,完全に S.typhimur� mに 一致する。

iv.患者血清と分離菌の凝集反応

患者血清について 2ケ月間隔で 2回行った Widale Weil―Felix反応及び分離菌との凝集反応は,腸チ

フス菌,パラチフスA菌 , プロテウスOX■ 9に対しては何れも凝集価低 く,パラチフスB菌,分離菌に

は 1,280倍及び 640倍の凝集価を示している。

V.考   察

私共の分離菌は, 其の生物学的血清学的性状ょり完全に, S typhimuriumと 同定され,又患者血清

の凝集反応に依つても,本患者は So typhimuriumに よる感染が証明される。 So typhimuriumが 膿

瘍より分離された報告は冥聞にして聞かない様であり, 然も此の膿瘍は第 1腰脊椎々体炎に由来する三

次的流注性膿瘍である事より此のSo typhimuriumが 脊椎炎の原因菌と考えられる。脊椎::鮭は所謂脊椎

カリエスとして結核性のものが大部分であるが本症例では結核は否定される。 従つて此の症例の様に全
く外部から遮断された環境内で So typhimuriumに よる脊椎炎を惹起した機序は, 患者が嘗つて圧迫

骨折を起し抵抗減蒻・部位となつた第 1腰椎に,何等かの条件によりその後血中に侵入した S.typhimu

riumが定着して炎症を来したものと考えられる。 塵日ち SalmOneHa の病型論として Dormanの 云
う 103aliZed infiammatio■ に該当するものであり,従来 Salmonella CnteritidiS型の代表菌である
S.typhimuriumが新る病型をも惹起し得る事の稀有なる一症例と信じる。

む  す  び

私共は腰脊椎々体炎に由来する流注性皮下膿瘍より So typhimuriumを 純粋培養で分離した。 本症

例は腰椎圧迫骨折による抵抗減易財部位に So typhimuriumが所謂 10CahZed inflammiatiOnを 惹起し

たもので Se typhimuriumの 病原性乃至病型に就いて考察する上に興味ある一症例である。

(坂本さつき,高橋克己,西見保之)

(此の論文の原著は日本整形外科学会雑誌に掲載の予定である。)

2.血液より分離された Bacterium an■ ratumと思はれる細菌について

私共は,既知病原i細菌に全く一致しない特異性状を有するグラム陰性梓菌を, 7名の不明熱疾患々者
より延 10株分離し,その同定について研究の結果,Schaub,Hauberが 1948年 ,BaCterium anitrat‐
um“ B5W,,と 命名した菌に生物学的性状が一致する事を認めた。B.anitratumに ついては我国には
未だ報告が無い様であり,私共の本菌についての病原性の考察より, 臨床同定細菌学上本菌の存在は今



_18_

後考慮する必要があると考えるので以下所見を述べる。

i。 分 離。 同 定。

福岡市済生会病院の人院患者中,不明熱疾患々者又はチフスの疑いの患者の静脈血約 5ccを DifcO製

Brain‐hart―hfusion 50cc入 り培養瓶に無菌的に注加し,37°C一昼夜培養後血液寒天に分離培養 した結
果, 7名 より延 10株分離 した。筒分離培養に当り材料血液を寒天培地混釈培養法を併用した者よりも同

一菌を分離 した,分離菌は グラム陰性得菌で爽膜を有するが芽胞鞭毛を訣き, 一般に多形態を示し,
偏性好気性で 普通寒天 マツコンキー寒天には よく発育するが Se Se寒天には発育しない。 集落は 一見
Shigena SalmOnella等 の病原腸内細菌に酷似するか muCOid grOWthを示す,栄養要求は比較的簡単
で SimOnsの 杓稼酸ソーダ培地ゃ LeifSOnの マロン酸培地に生える。至適 pHは 6.8～ 7.0である。そ
の生物学的性状は第 1, 2表の様であるが, 10%乳糖加 B・ TO B.寒天斜面では乳糖分解性を示すが
1%ではそれが言:忍められない点と,備酸塩還元能を訣 く点が本菌の特徴と云える。 分離菌の抗生物質及
びサルフア剤感受性試験ではクロロマイセチンに対してのみ 2.5γ～ 5γ /cCの強い感受性が認められ ,
ベニシリ4ス トマイ,テ ラマイシン,オ ーレオマイシン,サルフア剤には強耐性である。 是等の菌は
グラム陰性梓菌中病原腸内細菌の見疫血清には何れも凝集されす是等とは抗元的に独立した種類の細菌

と思はれる。又分離菌は相互に交叉的凝集反応及び交叉吸収試験により抗元的には略々 homologenous

である。以上の血清学的, 生物学的性状よりその同定を考えるに, Bergeyに は是等の分離菌に該当す
る Family,Genus,Tribe,speciesを 発見し得す, 第 3表の様に SChaub,Hauber等 の命名による
B.anitratumにその生物学的性状が完全に一致するのを認めた。

ii.病  原  性
分離菌は実験動物に対しては病原性易易く,マ ウスにはLD50=0。 75mg位である。人に対する病原性は
分離患者 7名 が何れも血液培養を必要とした要因は, 細菌感染症を疑はせる所謂不明熱疾患患者であ
るがその臨床経過は種々である。 自口ち是等を大別すると,発病当初より不明熱疾患として細菌感染症を
疑はせる症状を呈した群と,一定の診断名の確定した疾患の経過中に不明熱を起し細菌感染症を疑い血
液培養を行つた群であり,前者は分離菌による一次的菌血症であり, 後者は二次的乃至続発性菌血症と

第 1表 分 離 菌 の 糖 分 解 性

糖 Pepton water plus 1f6 Sugar (Barsikow's)

類

菌

株

曲淵株 NO.1。
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第 2表 分離菌の生物学的性状
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第 3表 Dif ferentiation of Bacterium anitratum

and culturally similar gram-negative bacilli
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思はれる。是等の患者血清と分離菌との凝集反応は経過日数を考慮しても最高 160倍程度であり,その

診断的価値は今後筒検討し度いが,分離菌の易財アルカリ性メディウムに於ける煮沸抽出抗元を用う沈降
反応は陽性であり,対照健康者血清と明確に区別され得る。 以上の点より分離菌は何れも患者に病原性
を有し,所謂不明熱疾患としての菌血症を惹起していると考えられるが, B.anitratumの人体に於ける
分布は Ferguson等によれば尿喀痰が大部分を占めるが,血液,脳脊髄液等からも分離されて居 り,その
臨床的データ,及び病原性は不明であるが,私共の分離菌は 何れも血液であり此の点より考えて,少 くと

も本菌が人に一次的二次的に菌血症を起す事は否定され得ない。唯本菌はその分離同定に当り,既知病原

細菌とは全く異る性状を有す為,非病原性細菌乃至雑菌として放棄される可能性あり,従つて臨床細菌学
的検査に於いては一応本菌の存在を念頭に置く必要がある。(坂本さつき,高橋克己,西見保之,武井守正)
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3 昭和30年福岡県下に発生した所謂流行性腎炎について。

昭和 30年秋期より各期に渉 り,所謂「 小児の奇病」の名称を以つて,ジヤーナリズムに喧伝された溶

連菌感染症としての流行性腎炎は,当時原因の不明と, 臨床像の特異新奇な点。 及びその発生規模が殆
ど全国に及んでいる事等の為, 広 く一般世人の注目関心を集め, この疾患の究明は公衆衛生学上の新し

い課題と。して脚光を浴びた感がある。

福岡県は, 本疾患の発生を最初にキヤツチした県であ り, 又その発生数に於いても我国最大であ り,

本県に於ける此の未曾有の流行の実態を把握する事は 今後予想される此の疾患の発生流行に寄与するも

のあらんと思い,その疫学的, 臨床的, 細菌学的調査を行つたので以下現在までに得られた所見の概要

を述べる。

i。 疫 学 的 調 査

昭和30年 11月 14日 ,福岡市保健所及び糸島保健所は,管内小学校学童に狸紅熱に似て腎炎を件 う疾患
の罹患者が続出し,その中には尿毒症による死亡者もある旨管内開業医師の届出により知 り, 直に県衛

生部に通報した。之が端緒とな り全国的な公衆衛生行政機関の本疾患に対する活動が 始つたのである

が ,本県ではその後の調査によつて此の疾患は全県下に広 く発生蔓延 して居 り, その疫学的臨床的特異
性は従来公衆衛生学上認識されなかつた新奇な小児疾患として, 幼小児の保健衛生上重要な問題を提起

したのである。

本疾患は,地区的には限局されて昭和 30年 7月上旬頃より既に散発的にその発生を見て居 り,引続き

漸増していたものが 10,11月 頃になると広 く蔓延流行の形をとつて局部的には集団発生として激増し,
11月 を頂点として同年 12月未には急速な絡燎を見, その発生流行絡燎には季節的因子が重要な役割 り

を演 じている事が観察される。発生地域は殆ど全県下に渉つているが, 可成 り強い地域集積性がめら認

れ発生密度に濃淡が存在する。

罹患者は性別的差異はなく,男女略々同卒であ り,年令的には 7才 を最高とし, 4～ 10才の児童が全

罹息者の約 70%を 占め,成人には殆ど罹患者を認めない。年令別罹患卒に於いても5～ 9才が最大罹患
卒を示し,次いで 0～ 4才 ,10～ 14才,15～ 20才の順になつて居 り,本疾患が幼小児疾患である特異
性が認められる。 又此の疾患の発生には種々の集積性があ り, 地区的 (市郡単位,部落街町単位)学校
学級,家族集積性を著明に示し,そ の伝〕1染流行性が認められる。

ii.臨 床 的 調 査

本疾患の臨床像は, 急性糸球体腎_:建を中心として之に合併随件する種々の症候が発現している。 印ち

症候学的には, 蛋自尿,血尿,浮腫は必発的三主要症状であるが, その他の症状は後述の病型及び疾患

の軽重によつてその発現は量的,質的に可成 り種々である。 唯注目さる可き事は屋々患者は, 本疾患の

発病に先行乃至現症として,扁桃腺::建 , ‖因頭炎等の溶連菌性上気道感染症及び膿症痴疹, 膿瘍,日角炎

湿疹等の溶連菌性皮膚疾患を有する事であ り, 之は病因論的に本疾患の成立機序に重要な意義を有する

と考えられる。病型としては, その症状の分析分び経過よりみて, 基本的には次の二病型に分つ事が可

能である。

1)発  疹  型
此の病型では,発病早期に先づ発疹を来し,同時にアンギーナー, 苺舌, 顎下淋巴腺腫脹,咽頭炎等

の所謂狸紅熱随件症状が顕著であるが, 腎炎症状の出現は遅れて現れ, 大体発病 1～ 2週後叉はそれよ

り再に後期に出現する。一般に此の病型は重症の事が多く経過は長引く。

2)非 発 疹 型
此の病型は, 発病早期 1～ 3日 以内に先づ浮腫として 腎炎症状が 出現するが, 発疹落居は認められ

す,ア ンギーナー,苺舌, 等の狸紅熱随件症状は認めないか軽微である。此の病型は軽症の事が多い。

以上の様に 此の疾患の病像は両極として, 一は狸紅熱に近似した発疹型から, 他は急性糸球体腎炎

のみとしての非発疹型の間に,両型の混合型 乃至移行型が, スペクトルム的分布をなして 存在して居
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る。是等の病型は, 発生時期及び発生地域的には特異性は認められない。本疾患の死亡卒は約 1.5～ 1

%で,死亡原因は殆ど早期に出現する尿毒症であり,死亡卒は最近の狸紅熱死亡卒の約 3倍に上る。

ili.昭昭 29年築上郡に於ける本疾患の発生流行例。

本疾患は昭和 30年に忽然として 出現したかの様な印象を与えているが, 本県では昭和 29年秋,築上

郡に於いて,昭和 30年の発生流行と全 く同様な疫学的, 臨床的特徴を以つて, 95名の罹患者を出して

いる。当時私共は その原因を調査したが LeptOspirOsisを 否定したのみで 明確な結論は得られなかつ

た。築上郡は昭和30年に於いても県下の多発流行地であるが,此の昭和 29,30両年に於ける同郡の本疾

患罹患者発生地を比較するに, 昭和 29年の多発流行地区は, 昭和 30年では発生を見ないか又は僅少の

発生を認めるのみで, 昭和 30年 の多発地区は昭和 29年には流行を認めない逆相関々係を示している。

此の事実は本疾患経過者には, 病原体に対する強固な発疫性の存在を示すものと思われ,之がその発生

流行に重要な関係を有 していると考えられる。

iv.過去 10ケ年に於ける狸紅熱発生状況

本疾患は,その疫学的,臨床的特異性及び後述の罹患者血清中の Strept01ysin O抗体価測定試験成績

より, 溶連菌感染症としての狸紅熱との密切な関連性が認められ, 従つて両者はその発生状況に何等か

の相関性の存在が考慮される。福岡県下に於ける過去 10ケ年の狸紅熱発生状況は,伝染病予防法による

届出患者を観察すると,昭和 26年の福岡市内一小学校の集団的発生を除けば県下全般の趨勢として著し

い変動なく比較的低卒に推移しているが,昭和 30年のみは平年の 4。 5倍の発生が見られ,その月別発生

状況が,本疾患のそれと全く同様な曲線を示し夏期より秋期に渉つて激増している事が注目される。之
は両者が全 く同一病原体ではないにしても少くとも両病原体は, その伝染蔓延流行に必要な条件を等し

くしている事を物語ると考えられる。

V.病 原 体 の 検 索。

本患患病原体の究明に当り, その疫学的臨床的特徴より最大の可能性を以つて指向されるものは,
Rammerkampf等 の最近の業蹟により陳明されつつある A群溶連菌中の所謂 Nephritogenic strain
or type の存在である。然し乍ら溶連菌検索に必要な群及び型標準株やその発疫血清は従来その用意が

充分でない事が我国細菌検査設備及び技術の盲点と指摘された様に,° 遺憾乍ら私共の手元にも本疾患発

生当時は整備されて居らす, 現在街その整備に努力中であり, 罹患者その他より分離された溶連菌の群

型決定は未だその作業を終了していないので一応血清学的検査所見について述べる。

α) 血 清 学 的 検 査 (乱rept01Fin O抗体価測定試験)
溶連菌感:1染症の血清学的診断には,溶連菌の産出する StreptOlySinO(以下 S・ 00)に対する抗体 ,
印ち AntistreptOlysinOの 単位測定 (以下 Ao S.T。 )が高度の特異性を示し, その診断補助乃至類
似疾患の鑑別に利用されている。私共も本疾患に, Difcotts。 0.を用いてその溶連菌との関連性を検
討した。被検群としては,本疾患罹患者, 狸紅熱患者, 健康者等を選び,経過日数を追い約 3ケ月間 3

回に渉つてその血清中 Ao S.T.を測定した。測定成績は,各 Ao S.T.中 , 年令別平均正常値を上廻
る病的値 Ao S.T。 を示す者の各群分布卒は, 狸紅熱が最も高く,次いで本疾患罹患者であり,両群は
健康者対照群とは明らかに有意の差を以つて,溶連菌感染症と認められる。

ι)細 菌 学 的 検 査
Ae SoT.試験の探血対象と同一群の咽頭より, 溶連菌を分離し, その溶血性状及び生物学的性状よ
リー応小林氏分類及び Evansの A群亜群分離を行い,小林氏 I型に属し同時に EvanSの I,Ⅲ 型に
属す溶連菌 42株を得ているが此の血清学的型については次報に譲る。

む   す   び
私共は昭和 30年福岡県下に発生した所謂流行性腎炎について調査し次の様な所見を得た。
1.本疾患は,昭和 30年 7月 頃より散発的に発生し, 11月 を頂点として流行の形をとり12月 に急速
に維燎した。罹患者は男女の性別的差異はなく,4～ 10才の児童が最も多く罹患し,成人には認め



_… 22__

られない様である。本疾患の発生には種々の集積性が可成 り高度に認められる。

2。 本疾患の臨床像は大別して基本的にはi発疹と腎:;廷を併うもの (発疹型)と , 腎炎を主症候とする

もの (非発疹型)に分かれ,両者の間には移行混合型が存在する。
3.昭和
"年
築上郡に於いて, 昭和 30年のそれと全 く同様な疾患が発生して居 り, その間に患者の

発生状況よりみて冤疫の存在が考えられる。

4。 本疾患罹患者には A■istreptolysinOの 上昇が見られ溶連菌感染症と思はれる。

r福 岡 県 衛 生 部 古野秀雄,古賀 武,石田昌干      ヽ

1福岡市立荒津病院 山下敏則                |
k福岡県衛生研究所 真子憲治,坂本さつき,高橋克己,西見保之 ノ

Ⅶ.化 学 試 験 科

化学試験科長  中  村  俊  夫

A・ 概 要

当科は食品試験係,製品検査係, 水質検査係,環境衛生係に分れていて, 各係の担当業務は次の通り
である。

食品試験係  食品衛生法による食品,添加物及びその包装,器具等の試験, 食中毒の化学的原因
の試験と個人依頼による食品一般に関する試験等を行つている。 30年度粉乳による砒素中毒の発生以来

関係業者の食品に対する不良添加物の関心が高まり依頼試験の件数が増加しつつある。

製 品検査係  食品衛生法第 14条による製品検査を担当している。 その内容は人工甘味料が その
大部分を占めている。製品検査の件数は別表に示す如く毎年極めて多く, 30年には人員を増加して試験
の沿化を行つてきている。

水 質試験係  井水,水道水,工業用水の化学試験及び鉱泉試験を行つている。飲料水の適否試験
に於ては, 各保健所試験室の整備と共に若干減少してきている。

:環境衛生係  工場,炭坑の排水による飲料水汚染の試験, 改良便所, 下水の処理に関する調査及
び研究,室気,塵埃,照度等の試験,放射能の測定,公害調査等を行つている。
以上の他,薬品の試験,医薬品,劇毒物,化粧品等の試験を行つている。

B・ 検 査 業 務

l・ 食品衛生,化学試験について

昭和 29年度,総件数 398件でその内訳については別表の通りである。行政上主管課による収去依頼件

数 353件 ,個人依頼によるもの45件である。収去による試験では著色料関係 49件, 酒類 219件 ,学校

給食用バン47件,人工調味料 28件がその主なるもので個人依頼による試験では各種食品の成分試験,
ビタミン類の定量試験等があげられる。

1)著   色   料
食品工場よりの著色料及び店頭の食品を主として試験した結果, 次第に不良品は減少している様であ

るが,まだローダミンB,オ ーラミン,オ レンデ Ⅲ,シルクスカーレツト, リオノールブルー,ビスマ

ルクブラウ4コ ンゴーレツド等の食用外不良著色料の多くが検出されている。
2)酒     類

県下醸造の清酒,焼酎の一せい収去を行い, アルコール濃度, サリチル酸添加量,メ タノール合有量

について試験したが,食品衛生法上不適と認められるものは皆無であつた。
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５‐

飲    料    水
飲 食 水 以 外 の も の

イヽ        言十

一
　

８８

　

一
　

一
　

〇８

13

21

26763755,561

一
　

一

１



_… 24__

3)学 校 給 食 用 バ ン
厚生省の通牒により県下の製品について行つ

た。試験内容は水分,友分,脂肪,酸度の定量で
ある。

4)人 工 調 味 料
溶性サツカリン,ズルチンについて,食品衛生

試験法による試験を行つたが, 3件の不適品があ

つた。

筒食中毒試験中化学性中毒と判定されるものは

無かつた。

昭和 30年度,総件数 163件でうち収去試験 90

件,個人依頼試験 73件で その内訳については別
表の通 りである。化学性食中毒として森永 ドライ

ミルクによる砒素中毒は県下に於ても多数の罹患

者を出した。従つて未使用製品の収去試験,及び
・
患者使用の製品についての試験を行つた。その結

果としては右表の如 くである。筒この事件依頼食

品関係業者の関心が大になり,食品添加物等の試
験を依頼する者が急増している現状である。

筒主管課にて調査の上判明した患者数 533名

(9月 7日現在)で, うち重患 28名 , 死亡 3名
であつた。         (大 田 寿)

検 体 番 号 I AS mg/g

R4F

R41′

53

53

54
54

54
54

54
55

55

55

55

55

55

55

57

57

57

57
57

57

52

52

53

57

54

54
53

55

58

58

57

56

56

1

1

4

6

7

7

3

3

8

8

6

1

1

3

5

6

9

0

9

1

0

0

2

OA

O′′

0〃

0〃

2″

2〃

8

OA

C〃

2

3

0

1

2

2

2

0

0

0

0

2

3

3

1

1

1

1

2

2

0

1

3

0

1

1

2

C

O

2

2

2

0.00

糸f、1  0.04

〃  0.04

〃  0.03

″  0。 04

″ O.01

′′ 0.01

痕 跡

約  0。 04

″  0.04

′′  C.04

0。 00

0。 00

0。 00

0.00

0。 00

0.00

0.60

0。 00

0。 CO

O.00

0。 00

0.00

0.00

0。 00

0.00

0。 00

0.00

0。 CO

O.00

〃

ＭＣ

″

〃

MO
MK

2.薬 品 試 験 について

昭和 29年度,総件数 97件で, その内訳は別表の通りである。 うち収去試験 71件, 個人依頼試験 %

件で,その殆どが局方適否試験である。一齊収去による試験の結果を下表にあげる。

名 不 適 理 由

含量不足

含量不足

乾燥減量過多,澱粉糖化力不適等

灰分過多,乾燥減量過多等

硫酸アンモニウム過多,純硫黄過少其他

日本薬局方 ア ノレ コ ー ′ル

国民医薬品集 純 ア ′レコール

国民医薬品集 消毒用アルコール

日本薬局方 バ ンク ンア チ ン

日本薬局方 ペ  プ  シ  ン

日本薬局方 イ ク タ モ ー ル′

11

2

13

11

5

0

適 不適
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昭和 30年度, 総件数 150件でその内訳は 別表の通 りである。 うち収去試験 116件,個人依頼試験 34

件である。収去試験は一齊収去試験72件の他, 腕脂綿, 駆虫剤 (サ ントニンの定量)の試験がその主な

るものである。個人依頼試験では,清缶剤の砒素の定量, 駆虫剤, 次亜塩素酸ソーグの定量試験等があ

げられる。

筒一齊収去試験の概要は下表の通 りである。

名

日本薬局方 クレゾール石 鹸 液

日本薬局方 イ ク タ モ ー ル

日本薬局方 ナ  ラ  ン  粉
国民医薬品集
ス ル フ ア ヂ ン 注 射 液

日本薬局方 ジ ア ス タ ー ゼ

ナ  ン ト ニ  ン 製  剤

グ リ セ リ ン 浣 腸 剤

日本薬局方 脱   脂   綿

日本乗局方 ガ   ー   ゼ

適 不適 不   通   理    由

13

6

1

3

lC

20

8

7

4

硫酸アンモニウム過多,純硫黄過少其他

含量不足

ガーゼ様沈澱あり

水溶性物質過多,熱灼残留物過多等

ナ ツ カ ン

合 成
膨張剤

区  分 .tv7Y

1,2481 13

有 機 燐 製 剤 試 験

昭和 29年度, 5月 上旬国立衛生試験所にて有機燐製剤の講習を受けてより県下中毒患者の血尿試験及

び河井水等の汚染の有無についての試験を行つている。初年度であつたので, 県下三地区において集団

防除の前後三回にわたる撒布者の血液試験 (血漿コリンヱステラーゼ活性値を確子電極によるpH測定
法により測定)を行い, 作業者の服装,作業時間, 薬剤取扱等の相違による影響を調査した。又一地区
において, 河川水えの影響を一週間にわたるパラチオン残存量の定量試験 (ヂアゾ化して光電比色計に

て定量)に より行つた。伺県下の中毒者で当所で試験した件数は血液 43件,尿 16件である。

昭和 30年度,有機燐製剤による中毒は殆どその原因が制然としているため,中毒数に比して試験依頼

数は減少している。件数は血液 6件 ,尿 5件である。          (大  田   寿)

3.製 品 機 査 について

人工甘味料製剤において 29年は前年に比 し相当大巾に検査申請件数が増加し, 3o年度は更に増加し

た。 自口ち 4,349件 と前年度に比べ 600余件, 更に 30年度は前年に比べ 700件の増加である。 26年度と

比較すれば約 4。 3倍 と飛燿 している。 年間を通じて見れば (別表参照)各期に少く春から夏にかけて多
くなる。現在本県の生産量は恐 らく全国の大牛を占めるであらう。特に大牟田地区にその生産量の80%
以上が集中している。

砂糖が濶沢に出廻つているに拘はらす■味剤の

生産が増加しつつあると言う事は,食品製造関係 ,

農村方面に筒其の販路が拡張されつつある事を示

して居 り,之は注目すべき一面を含んでいる。

印ち最近話題になつている如 くズルチン,サツ

カリンの毒性が国民保健に及ぼす影響と言うもの

は慎重に検討を要する問題であらう。

検査申請の製品中,不合格品はなかつた。膨張

剤は 28年度の 2件が 29件,36件 と増加したが

之は従来合成膨張剤として認めていなかつた重炭

年 度 別 検 査 数

26 年

27 年

28年

29 年

30  イF

3,646

3,698

4,349

5,248

20

9

18

13

154

78

2

29

36

言十

1,411

3,744

3,709

4,396

5,297

13

0

1

3

10

15

5

4

4

ル
素
一夕
色
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酸ソーダ単味の製品を膨張剤として認める様になつたからである。

着色料は 30年度において 1件の不合格があつた。之はペーパークラマトグラフにより,同一色素が 2

部分に分離 した為である。

収去試験におあては, 甘味剤は 29年度
"件
中 3件, 着色料は 40件中 21件の不合格品が 見出され

た。 30年度は,着色料 7件中3件の不合格品があつた。いづれも法定外色素である。之より見れば着色

料におあては未だ相当多量に製品検査を受けていない製品が販買されていると思はれる。

(中 村 幸 男)
29年 及 び 30年 月 別 検 査 数

昭  和  30 年
区    分

計

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

334

348

433

451

471

480

625

559

480

554

240

322

5,297言十

註 (1)… …不適。

4.水 質 試 験 について
i.飲   科   水
飲料水の 29年の検査件数は409件で,その中不適件数は 227件で,55。 5%である。 28年に比べると
件数は増加しているが,30年には 334件で少し減少し,不適は 190件で,56.9%でぁる。依頼件数は概
ね梅雨期から夏期が多い。

不適件数の内容を検討してみると,(第 2表参照)亜硝酸の検出によるものが 29年は 39。 2%30年は
41。 1%で夫 最々高を占め,ア ンモニアの検出によるものは 29年は6.6%,30年は 12。 1%で,亜硝酸と
比較すると少いが, 亜硝酸及びアンモニアの両方を検出するものは, 29年は 18。 5%, 30年は 20。 5%
で, 亜砧酸によるものに次いで多い。飲料水として水質が最も悪いと考えられる亜硝酸及アンモニアを

検出し,且過マンガン酸カリ浩費量も過量という様なものは全体の 10%程度であつた。

ii.飲料水以外の水質試験
飲料水以外の水質は定性及定量の成分分析で, 29年は41件であつた。 これはポイラー用水として,
塩素,鉄,硬度の定量分析が多いが, 中には坑内水などのアンモニアの定量もあつた。 その他この年の

特色としては,有機燐製剤撒布の影響による河川水のパラチオンの有無の検査が, 夏期の二, 三ケ月間
に約 30件あつた。その中バラチオンを検出したものは 2件であつた。 11月 と12月 に朝倉郡夜須村に於

いて四エチル鉛の中毒事件に件う水質検査が約 70件あつた。

30年の定量分析は52件で, 内容は大体前年とあまり変らないが, アルカリ度, 酸度,硫酸,カルシ

ウム,マ グネシウムの定量が多くなつた。この定量分析は年 件々数が増加していくやうである。

(守 田 和 子)

ツ

昭  和  29 年

ズ ル チ

ン
|

ンタール色
ナツカ
ズ ル チ

4,349 18

一
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551
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合成膨張剤
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試 験 件 数

不 適 件 数

不適百分率

アンモニア検出
ンガ ン酸 カ リ
過  量  の

29

30

30

29

30

29

30

30

31

°
|

12。

29 33. 7

飲 料 水 月 別 検 査 件 数

飲 料 水 不 適 件 数 内 容  (不適件数に対しての%)

_… 27-一

409

227

55。 5

334

190

56。 9

計

39。 2

41。 1

6,6

12,1

18。 5

20。 5

2.6

9。 7

lC.0

計

41

31

70
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計

昭
和
二
九
年

昭
和
三
十
年

26

9

34.6

試 験 件 数

不適 件 数

不適百分率

第 2表

項   目  別 年

|

1月
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亜硝酸検出にょるもの

ア ン モ ニ ア 検 出
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4.5

14。

第 3表

定 性 及 び 定 量

パ ラ チ オ ン の 有 無

四エナル鉛に関する井水

言十

一十

飲 料 水 以 外 の 水 質

3

区  分 1月 2月 3月 4月 5月
|

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

24

14

58.3

30

lC

33.3
|

27

18

66。 7
|
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３３

・
９

|
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14
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53.6

25

10

40。 0
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13
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67。 9
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5。 環境衛生試験 について

i. 昭 禾日 29 年 度

前年度より引続いて福岡国税局管下の税務署 (八女, 小倉)の職場環境の調査, 学校の教室内照度測

定,が一般依頼試験の主なものである。

本年度は放射能による生活環境汚染が 新らたな問題として登場 し, 県内の主な海水浴場 (志賀島,新

宮,津屋崎)の海水及び雨水,水道水等の放射能測定を行つた。叉 10月 には県下朝倉郡夜須村に於いて

裏庭に四ヱチル鉛入りの容器が放置されていたために, 之れが地下に滲透 し, 家族中 3名死亡,一名重

症と言う事故が起 り,そ の汚染範囲の決定と, 汚染防止のために現場井水, 泥土,の分析を行つた。

筒調査事項として県内各地の降塵量の測定を行つた。 (別項参照)

ii.昭 和 30年 度

福岡国税局管下の税務署の環境調査を四税務署 (遠賀,問司, 行橋, 武雄)について行い,勧銀福岡

支店,専売公離等について 同様の調査を行つたものが一般依頼試験の主なもので, その他浄化槽の放流

水の試験 2件がある。前年に県下朝倉郡で四ヱチル鉛による井戸水汚染の事故が 発生したが,本年も又

県下粕屋郡古賀町に於いて 四ヱチル鉛中毒と思はれる軽度の自覚症状を訴える患者が発生し, 同地一帯

の飲料水の水質試験を行つた。 (別項参照)               (秋  山   高)

6.福 岡県下の新湧 出温泉の分析例
鶴川鉱泉,日比生温泉,筑後川温泉について

当県下には古 くから武蔵温泉 (二 日市), 原鶴温泉 (杷木町), 船小屋鉱泉 (船小屋)の 3温鉱泉が
あるが,昨年より県下 3ケ所に新温泉が湧出し, 夫々特色のある温鉱泉と云う事が判つた。 その中2ケ

所は分析を完了し, 1ケ所は今筒分析中であるが,その各々について報告する。

鶴  り|1 鉱  泉

道路脇の田圃の中に自然湧出し (毎分 lZ)無 色透明な職味のある鉱泉で, 県下にて始めての塩化土

類易易食塩泉と認められるものである。地 下清質は不明であるがラドン含有量は 26.2マ ツヘを示し,現在

までのラドン含有量は武蔵温泉の 10。 1～ 20.6マツヘに比較 して最大値を示している。

日 比 生 温 泉

道路から 5m位の日圃中に280mのボーリング坑より自然湧出 (毎分 763z)す る微温水で pH 7。 4

僅かに黄色を呈する温泉 (32.6° C)である。当温泉はラドン含有量 (1。 57マツヘ)も 少く単純温泉と

しては一般的なものである。

筑 後 川1 温 泉

筑後川杷木町対岸に位置する三角洲に600m位に ボーリングを行い,花商岩層から水温 (34。 4° C)

の温泉を湧出した。現在分析中であるが,ラ ドン 13。 01マ ツヘ,Ra,9。 11× 10g_■
2を示している。検

水は無色透明僅かに硫化水素臭を有 しpHは 9。 25のアルカリ泉である。  (中 村俊夫,脇元作郎)

7。 福岡県下に於ける温泉分析例

昭和 29年来行つた温泉分析法による分析件数は, 8件であり,飢知の温泉についての分析成績は次の

通 りでぁる。

当県下主要温泉中,二 日市温泉は Rn含有量が療養泉規定以上に合有されてお り,放射能泉と目され

るが,原鶴温泉は単純温泉と認められる。それ以外に新たに発掘 された温泉については上にその詳細を

のべた。
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試 験 番 号
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CO研 究 事 項

四ヱチル鉛による飲料水の汚染について

元来四ヱチル鉛による中毒は工業中毒の一つとして, 所謂職業病のうちに挙げられるものであるが ,

維戦の特殊事情により,之れが民間に相当散出した模様で, 一般大衆がそのために, 不測の事故を起し

た例が多数ある事は衆知の通 りである。 福岡県に於いても, 粕屋郡古賀町に於いて昭和 23年 より昭和
25年にかけて DeHriumを 主徴とする患者が続発し,叉朝倉郡夜須村に於いては四ヱチル鉛入りのドラ
ムヵンを:裏庭に放置したために, 時日の経過と共に, これが腐蝕 して井水に混入し,そ の井戸を使用し

た家族全員が中毒を起し, 三名死亡, 一名重症と言巧悲惨な事故が 昭和 29年 10月 に発生した。昭和

30年 9月粕屋郡古賀町 に於いて, 不眠,食慾不振倦怠を訴える者があり,之の診療に当つた内科医の指

示で,同地の保健所を通じて水質試験を依頼して来た。

当所に於いて水質試験を行つた処, 四ヱチル鉛 197γ /L(Pbと して)を含有する事が判明した。患家

附近が以前 Deliriumを 主訴とする患者が続発し,之れが四ヱチル鉛による中毒として報告されている

地方であるので, 附近の井水が未だ相当に汚染されているのではないかとの疑を抱き, 同地方一帯の井

水につき調査を試みた。

i.調 査 方 法

地元役場及び保健所と協力して汚染の疑ある部落 (古賀町仲町)一帯の井水の 一齊検査を行うと共に

,役場に依頼して井水面の測量を行い, 等水面図を作成し, 地下水の流動方向を推定し,これと水質試

験の結果を綜合して汚染範囲を決定した。

ii.井水中四ヱチル鉛の分析法

試料水をクロロホルムと強振盪を行い, 含有している四ヱチル鉛を抽出し, それに 15%HN03を 加
えて, 還流冷却器を附して加熱分解を行い, 后それを直人で除々に蒸発乾固して, 之を水に溶解し,

Dithizon法にて発色せしめて,比色定量を行つた (使用する器具,薬品は充分精製して,除鉛する。)

ili.調 査 結 果

附図に示す様に周囲約一粁が四ヱチル鉛により汚〕1染 されている事が判明した。特に昭和 29年前后に患

者が発生した附近には筒多量の四ヱチル鉛が含有されている。

・ 7

・ 7

オt宇 嗜イ

●″

わ
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5.考 察 及 び 結 び
以上の結果により同部落一帯が 四ヱチル鉛により汚染されている事が制明した。 汚染源の探索は昭和

25年に事故が起きた時に相当綿密に行はれたが, 途に汚染源を確認するに至 らなかつた。朝倉郡夜須村

の例では容易にその汚染源である四ヱチル鉛入りの容器と, 放置個所を確認し得たのと対照的である。

井水中に四ヱチル鉛が 混入した場合の恕限量の問題があるが,単なる鉛中毒とは その作用機序が異るの

で,今后の実験によらねばならない。飲米斗水中の鈴の基準に準すべきでない事勿論である。

筒之の調査は現地の診療に当られた医師の,``原因は飲料水ではないか ?,,と の疑により,水質試験を

指示された事が発端になり未然に悲惨な事故の発生を防ぎ得た事を考へ, 吾々は同医師の適切な指示に

対し,心から謝意と敬意を表するものである。
(秋山 高,守田和子,脇元作郎,森  彬,松尾和彦)

2.人 工甘味料製 品検査試験法の検討  (1)

ie緒     論
昭和 お 年に食品衛生法が施行されて製品検査と言う制度がもうけられ 市販に供する人工甘味料膨脹

剤,着色料等はすべて製品検査を受けねばならぬ事になつている。 しかしその製剤, 特に甘味料におい
ては公定の試験法が定められておらす 各県まちまちの試験を行つている状態である。力日うるに当県にお

いては生産量が全国の大牛を占め, 従つて検査件数も極めて多 く, それ等を処理する為にも迅速に且 ,

確実に試験を行う事が必要である。従つて当県においては食品衛生試験法, 日本薬局方の各試験法を参

考として以下の試験を考案し, 外観及び製造の過程に於いて混入を予想される亜硫酸, チオ硫酸,サル

チル酸,安息香酸,シアン化合物, フエネチジン,硫酸塩, 塩化物,重金属 ,砒素等について試験を行
つているが以下塩化物,重金属を除 く各項目について概訟する。

li.試   験   法

a)外    観

一般に自色粉末或は錠剤で不純な着色物及び物体の混入があつてはならない。 必要あれば検鏡する。

註 (i)製品の乾燥の際過熱によるズルチンの分解により赤褐色を景する事が多いct

b)硫  化  物
検体 0.5gを試験管にとり,水 10 CCを 加ぇよくふ りまぜヨード試液 1滴を力11史 色沿失すれば硫化物存
在する。

註 (i)硫化物存在しない製剤の内澱埼デキストリン,糖等を混合した製剤の場合は,それ等の特有のヨード反応を
呈する。

(� )硫化物存在すればヨード法により定量するc
C)硫  酸  塩
検体 5gを ビーカーにとり水 50ccを そそぎょく溶解崩壊させる。 之を 10%塩酸で中和し,(指 示薬
p■itrOphen01)更に 4 cc過剰に加え,酸性となし,全量 100cCと する。 濾過し,濾液 50ccを 比色管に
とり塩化バリウム試液 2 CCを加える時ひどく濁つてはならぬ。

註:(i)p― nitrOphenOl(pH 5。 2～6.8),は ,pH5.2で 無色になるので試験に都合がよい

(� )混濁がひどい時は定量を行うが限度は検体 5gで 0。 05%と してぃる。
d)サ ルチル酸,安息香酸,シアン化合物
検体 2gを ビーカーにとり水 50 ccを加えよく溶解, 崩壊させる。濾過し,濾液各 10CCを 3本の試験

管にとり, p―nitrophen01を 指示薬とし, 10%塩酸で中和する。 その 2本に塩化第二鉄試液 1～ 2滴

を加える時,紫色,或は,淡紅色の沈澱を生じてはならない。 更に他の 1本に新製した酷酸べじ/チデン

酷酸鋼の等量混合液 l CCを加える時,黄緑色―青色を呈してはならない。

註 (1)ナルチル酸反応の場合は,少 し酸性が強くなつてもよい,検体 5gよ り約0001%迄検出可能である

(� )安息香酸試験の場合,重炭酸ソーダを混合した製品の時は,塩化第二鉄が水酸化物となり沈澱を生ずるの
で pHを 5附近即ち,p一 nitrOphen01の 変色限界点附近にもつてくる必要があるo又酸性が強くなつても

不可である。
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(� )シアン化合物試験の場合は PH6～ 5附近にする必要があるCノ 酸性が強いと不可である。検体 5gよ り
約 0.002%迄 検出可能であるc但 し,遊離塩素,亜石|`酸 ,亜硫酸,等は同様の反応を呈し,又妨害する。

(水質試験法,CN化合物の定性の項参照)
e)ノ ェ ネチ デ ン

粉末にした検体 lgに アルコール 10CCを 加ぇよくふ りまぜ 濾過する。 濾液 5CCに水 5ccョ ー ド試液 2

滴 を加え,熱した時,暗赤色を呈 してはな らな /ヽ全。

註 (1)重炭確ソーダを混合した製剤の場合,それが水に溶解し,コ ードと反応し, ヨードの色が消失するので用
いるアルコール90%以 上,試験管はよく乾燥したものを使用すべきであるc

f)砒    素

検体 0.5gを 反応瓶にとり,水 20ccを 加えよく崩壊 させ,メ チルオ レンデを指示薬とし, 10%塩酸で

中和,水 を加え全量 30ccと する。それに塩化第一錫塩酸試液 5cc,ヨ ー ドカ リ試液 5ccを 加え,室温で

10分間放置する。

以下の試験法は日本薬局方砒素試験法に準する。

標準色は砒素標準液 (lcc=AS203 1 γ)4ccを 用いて作 り,之 より呈色が大きくてはならない。

註 (i)此の場合の砒素瞑度は,検体o.5gで 0.0008%以 下である

(� )澱隣 ヘデキストリン,乳糖等の普通の賦形剤は反応を妨害しないiぅ

iii, 結       論
以上述べた試験法に於いて検討すべき点, 追加すべき事項が多々あると思はれるが 一応一般に市販さ

れている人工甘味料の混合製剤についての有害物, 不純物は検出され得ると思う。取締の不備に乗じて

不良品が販売される可能性が存在する現在一居厳重に試験を行う事が必要であろう。筒重金属の試験は

現在行つている試験法に多くの欠点があるので改良法を検討中であり, 疑はしき製品についてはキール

ダール法による疎解液について日本薬局方重金属試験を行つている。       (中 村 幸男)

3.飲料水の水質についての一考察

飲料水の良否を牛」定する時, 探水場の環境が良好で水中に特殊な有害物質, 汚〕1染性の生物等を認めな

かつた場合,その水の汚染の有無を推定する手段として, 一般にアンモニア性窒素, 亜備酸性窒素,過

マンガン酸カリ沿費量及び大陽菌群の検索が重要な試験項目になる。

昭和 27年 1月 より昭和 28年 11月 までに検査を行つた福岡市及この周辺の飲料用井水 300例の水質試

験の結果を第一表のように試験項目を組合せて分類, 整理して上記の化学試験の項目について大腸菌群

との関連について検討した。

a群の 118例は, 環境条例が良くて他の項目が判定標準に合致すれば飲料適と牛」定されるものであ

る。 b群以下 p群までは他の試験項目にかかわらす, その成因が汚染によらぬと牛」定されぬ限 リー応不

適とされるものである。

次表について上記化学的試験諸項目と大腸菌群との関係をY ATESの補正を加えてχ2-検定を行う

と,ア ンモニア性窒素が検出された場合は, 0.13%,亜備酸性窒素が検出された場合は 6。 9%,過マン
ガン酸カリ沿費量 10p・ po m以上の場合は極めて小なる夫々の危険卒で大腸菌群の陽性 (10 CCにつき)と

関連がある事が推測される。 一部の温泉水,地下水等に於いては, 化学的成因で水中にアンモニア性窒

素が出現する事は周知の通りであるが,普通の井水では特殊な場合に属する。

亜備酸性窒素について危険率が高いのは試験法のG.R法の感度が銑敏 (00001P.Po m)で あるので ,

化学的成因による微量の亜備酸性窒素の検出も考へられるが, 実際に汚染を受けていても土壊中を通つ

て井戸水に汚:1染が達するまでに細菌は除去されて, 細菌学的に汚染が証明されない場合でも, アンモニ

ア性窒素は亜備酸性窒素に酸化されて, 之が証明されるような機構も考へられる。 この様な場合亜備酸
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性窒素の検出は井戸の環境を示す有力な指標と

なる。

吾々の場合,ア ンモニア性窒素が検出されすに

亜硝酸性窒素と大腸菌群ともに検出された場合は

41例で, 亜砧酸性窒素が 検出されて大腸菌群が

検出されなかつた場合は 11例であつた。 また過
マンガン酸カリ消費量は成因が汚:1裂によらす純化

学的作用で治費量が大となることは周知の通であ

る。しかし普通はこの様な場合は鉄の合有量が大

であるとか,硬度が大であるとか等によりすでに

飲料水として不適の原因となる。

(秋山 高,守田和子)
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4e都 市空気汚染に関する研究
(福岡県下の各都市における汚染の状態について)

県内の基気汚染の調査をするために,降塵の測定を行つていたが,昭和 28年 11月 ～ 29年 4月 までの

6ケ 月間に得た結果について報告する。

i.降塵の探取法及び場所の選定

径 30Cmの大型ロートをつけた降塵探取器を県内各地に設置し, 1ケ月毎に貯つた塵埃を雨水と共に

探取した。場所は県下の各都市の産業,人 口などを考慮に入れ, 工場地区として戸畑, 大牟田の二市 ,
一般都市として福岡,久留米,小倉の三市,炭坑地区として田川市, 遠賀郡中間町, 更に郊外地区とし
て粕屋郡青柳町の 8ケ所に設置した。場所としては建築物, 工場等の周囲の状況を充分検討して,出来

るだけ各地の状況を代表する様な場所を選定し, 且つ直接地上より巷き上る塵埃の影響をさけるため,

地上約 20m以 上の場所を選んだ。この方法によるとき,自 己の重量により落下しない小さな粒子は,
雨水と共に落下する場合以外は,探取できす, 叉室中でビ遊する塵埃を自然状態で得る事は出来ないの

は勿論であるが,地区別又は季節別に本気汚染の状況を知る有力な指標となる。

ii.各 地 の 降 塵 量

雨水と共に得られた, 各地の降塵を硝子濾過器により可溶性物質を含む濾液と不溶性物質とに別け

て,可溶性物質はその一定量中の蒸発残溜物を計 り, 容積を計つて, 単位面積当りの総量を算出し,不

溶性物質はその重量から単位面積当りの・総量を求めて, 両者を会して, 単位面積当りの降塵量を出し

た。―都市に於いても,その設置により, 降塵量が異なるので, 之らよりその都市の降塵量を称する事

は危険であるが,各設置場所の降塵量を比較して見た。

固形物総量を地区別に比較すると

戸畑〉大牟田〉田川>福岡>粕屋  の順となり,工業地区である戸畑,大牟田の降塵量が多く,郊外
地区である 粕屋地区が最低を示した事は当然であるが,他都市と比較すれば Lcndon 14。 8g/m2,
大阪 38.45g/m2宇部 58g/m2で少ない方ではなかつた。

降塵中の不溶性物質と可溶性物質の各地の比を見ると,商業都市である福岡市に於いては, 不溶解物
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質が全降塵中 73%を 占めるのに比べ,海岸地区では 37%を 示すにすぎない。 この事は,福岡の場合交
通機関などに,煙突,道路より,発生する粉塵が多 く滓遊 している事が考へられる。交通量は福岡市より

少ない工業地区に於て,福岡地区より,降塵量の多い事は,一部を交通機関に
'よ

る 粉塵を起源に求めて

も,大部分は, 工場,鉱山より排出される煤塵にその起源を求め得る。筒各地の降塵を分析する事によ

りair pOHutionの実態を知る事が出来るが,現在は分析を続行中である。

ili.可溶性物質について

雨水と共に得られた降塵の可溶性物質の分析を行つて,検討して見た。 降水の成分は,大気中に浮liと
している各種の物質により,影響をうけるので,当然 air pollutiOnの 著しい地区の降水の成分は,各

種の物質の合有量が大で,探集器に塵埃と共に得られた雨水は, 塵埃中の可溶性物質を充分に,溶出し
ていると考へられるので,こ の雨水中の可溶性物質を比較する事により,各地の air po1lutionを 比較

すると共に雨水中の成分の起源を知る目安ともなろう。

分析法としては,pHは 一部を比色法により,その他は,石省子電極 pHメ ータにより測定した。S04″

は Ba沈澱法,NHlは ネスラー比色法, Ca牛 は,修酸アンモンで沈澱せじめ, KMn04で 常法によ
り,滴定した。 Mg+十 はチタン黄法による比色法を用い, 日立製分光電光度計を使用して測定した。

以上の方法により得られた分析値の一部から, Ca/CI S04/Cl,Mg/Cl,Ca/Mgの 当量比を求め ,
その各々を比較検討して見た。

Ca/Clの当量比

工鉱業地帯である大牟田,日川,戸畑が大で,粕屋が最少で最も変化が少ない。大牟田, 遠賀は,海
岸よりの風向の影響も大きく現 らはれている事が推定される。

田川は,地勢上,盆地として,風向の影響を, 直接 うける事が少なく, その変化が少ないが,遠賀は

その中間に位置し,その影響を或る程度うける事は考へ られる。

この様に郊外の粕屋地区が最少である事は Caの起源が,工場,鉱山の煤煙,粉塵からの溶出が大き
な役割を示している事が考えられる。

So4ノ Clの 当量比

この当量比の変化は Ca/Clの 当量比と同じ傾向を示す。 工業地区が S04が多 く S04/Clの 傾向が
Ca/CIの 傾向と似ている事と,海に近い粕屋地区では変化が少ない事は,都市に於けるSo4の起源が ,

工鉱業の煤煙などに起因する事を示すものと推論すれば, これらの地方の大気中の S04は , 通Fi倉の如
く,工鉱業による air pO■ utiOnであると云へる。

Ca/Mg当 量 比

この当量比は概 して,工鉱業地区で,大きく,粕屋地区が, 少ない。海より遠い,田川地区の比が大

きい事は, Mgが 工拡業都市の活動などに,その起源を求める事よりも,その大部分を海に求める事が
公当であると考えられる。

Mg/Clの 当量比

この比は,商業地区の久留米が一番少なく, 海岸に近い郊外地区の粕屋が, 福岡,戸畑,の 中間にあ

り,Ca/CI S04/Clの 場合と異なる。之 らの事は Mgの 大部分が,海水に起源を求める事が出来,Mg
は air ponutiOnの 対称としては使用出来ない事が制る。

ive結     論

以上は吾々が ,昭和 28年 11月～ 29年 4月 の牛年間に得ら中た結果について,2, 3,の 検討を行つ

たが ,その結果,都市の室気中には,鉱工業 , 都市活動などにより,排出される粉塵,煤煙,ガ スなど
により甚だしく,汚染されているので,これらの室気及び,雨水を検討する事により,都市の air pOHu

tiOnの実態を知 らんとするのである。更に詳細な結論は,今後, 実験研究の続行によつて求めたいと思

うo                             (脇 元 作郎,秋山  高)
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5.福岡県下の温泉水中の弗素の含有量

福岡県下には二 日市,原鶴 ,舟小屋等の著明な温泉と他に 多数のわか し湯 鉱泉があるが ,これ ら湧出

泉の弗素含有量は地球化学的にもまた医学上か らも重要且つ興味ある意義を含んでいるので その合有量

を測定 した。

測定方法は,妨害物質を除去するため蒸溜 して後溶液に アルシニウムヘマ トキシリン を加へてその褪

色による比色法によつた。

その結果弗素含有量の多いものは原鶴 (44件 )7。 5～ 18。 8 mg/z,二 日市 (38件)1。 8～ 5。 8mg/z

で,その周辺における井水と比較して非常に多かつた。船小屋では少く0。 15～ 1.25 mgノ Z程度であつ

た。その他の湧出泉 (17件)では概ね少くl mg/Z以下でただ一件 (馬立山鉱泉)だけは 2。 5 mg/2
であつた。 又弗素含有量は一般に p.Hの大きい水に多い傾向が見られた。 筒弗素含有量の多い三日
市,原鶴において斑状歯患者が見出されている点からみるとかかる水を飲用に供する事は中止すべきで

あろう°

(九大理学部 松浦新之助,国分信英,古賀昭人,鮫島際,渡辺昌介,福岡県衛生研究所 協元作郎)

Ⅷ.衛 生 生 物 科
科 長  住  '工     直

A・ 概     要

衛生生物科は寄生虫臨床検査係, 食品細菌係, 血液検査係に分かれていて各係担当業務及び調査研究

は各係主任及び検査助手の共同の下に行われている。 日に日に進歩する学問と共に進み又郷土の衛生を
守る保健所の検査研究中枢として動くには筒幾多の研究の余地があり, 予算面より殊に研究所の業務に

対する理解ある援助が望まれてならない。

B.検  査 業 務

1・ 寄生虫,臨床検査について

当係は寄生虫検査,駆虫薬効力試験, 殺卵剤, 殺虫剤及び殺虫塗料検査,衛生昆虫検査,臨床検査を

担当している。

i.寄 生 虫 検 査

保健所検査室の充実によつて当所への依頼が激減 し, 福岡市には寄生虫予防協会などの民間団体があ

つて一般検査では福岡市内の民間人や団体で年間平均 1,000件 前後で 6, 7月 と11,12月 の 2つの山を

なしている。最近の傾向として集卵法希望が多 くなつて来た。

駆虫薬効力試験のため検査した結果より述べると姻虫卵については, 福岡市及び周辺 28.4%,郡部
45。 7%, 鉤虫卵については, 福岡市及び周辺 9.2%, 郡 10.2%の程度であつて,こ の詳細については

治療第 37巷第 7号に発表している。

li.駆 虫 薬 効 力 試 験

駆虫薬効力試験依頼は昭和 29年に 13浮,昭和 30年に 5件 となつて,カ イニン草有効成分のカイニン

酸発見によつて, サントニンとカイニン酸の合剤が多くなつて来た。この姻虫駆除剤については,治療

第 37巷第 7号に発表した。経戦前後より鉤虫の保有者が急激に増加し駆除には色たと行われているが我

々の実験した 1-プ ローム, 2ナ フトール,(オ ミン)について淮療第 37巷第 7号にも診療第 8巷第 8

号にも発表したが,その概要については「釣虫駆除剤について」と題して後記した。
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�.殺 卵剤,殺虫剤及び殺虫塗料

殺卵剤の依頼は昭和 29年 , 30年共に 1件もなかつた。殺虫剤では昭和 29年に於いて (a)DDT,
BHC,ピ レトリンの合剤 4件 (b)オルソ剤 4件で昭和 30年度 (a)1件 (b)1件 であつた。
殺虫剤検査法が一定していない現在色々の問題があ り夏にはシヤーレ内と異つて「糞便と混合した場合

にはオルソ剤など殊に効力の低下を来たすじ叉殺虫剤と混じたときの屎尿の肥料的効果や農作物ぇの害

等についても余 り発表がない,こ れなど大きな研究題日であらう。

殺虫塗料では近時衛生的処理の問題より調理室, 食堂,便所, 或いは食料品,販売所などを塗料によ

つてハエを防ぐ考えで,輸入品のキルコート本邦製のキルカバー,殺虫コートが製造され昭和 29年度に

検査依頼された, これ等 3品は塗布後 3ケ月間は効果はあるが, 6ケ月に亘つて殊に夏期を通じて効果

の著明なのはキルコートのみであつた。

実験方法 : 間口20cm干方,奥行 30cmの箱を作 り間日はガーゼの袋, 奥は金綱とした。薬剤はハ

ケで各々の箱の板の部分にだけ塗つた。

成  績 : L D 50を 示す時間を塗布後 1日 後,6ケ月, 12ケ 月に示すと下記の如 くなつた。

薬 12  ケ  月

5%D.D.T油 剤(対照)

2時間 45分

6時間 以 上

6時間 以 上

6時間 以 上

然し此のキルコートは米国よりの輸入品で高価であるので一般に普及するには困難であらう。

4,衛生昆虫の調査及び検査
衛生昆虫の検査として昭和 29年に南京虫, 家ダニ, 各 1件づつ昭和 30年には毒蛾の判定に6件依頼

を受けた。この他ケブヵクロバエの虫生菌類寄生死の判定を依頼された。

調査研究一一環境衛生の改善及び向上のため県下の6保健所 (田川, 朝倉, 八女, 三瀦, 糸島, 大牟
田)にモデル地区を設けて薬剤撒布の有無による効果判定を行うと'共に蚊, 蠅の生態の調査を行つた。

調査は予算の都合上昭和 29年 8月 より開始したが昭和 30年度は予算制減にて全く中断された。 この
調査分の一部は追つて発表する予定である。

恙虫の調査一鏡熱で有名なル代地の捕鼠を行いそれより恙虫の調査を行つたので一部追加後記した。

iv.臨 床 検 査

給血者の検査として血液型, 時に血色素量の依頼があり年間昭和 29, 30年共に400件程度でその他
一般検査,髄液検査,マイニイニイの妊娠反応等が数件づつ含まれている。

昭和 30年度は日本 ]】X炎及び脳炎症候患者多発し,補体結合反応の 2～ 3回実施可能であつたもの, 1

回きりの者まで含めて約 43%が陽性であつた。

その性別,年令分布, その他につき発表するが髄液の探取から研究所に運ぶのに種々の事情で時間が

余 りにかかり臨床的検査には殆んど適さない状態であるので将来保健所にて検査出来る様にすることが

望ましい。                             (住 江 直,野田英世)
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2.食 品細菌及び獣疫検 査 について。

当係は飲料水 (井水,清凍飲料水,及び保存飲料水等),食 品 (一般食品, 乳製品及び市乳等)及び

食品に関する容器等の細菌学的検査並に其の汚染状況調査, 食中毒発生時にはその病因検索, 又食器の

浩毒薬に対してはその殺菌数力試験も行つている, その他環境衛生に関する細菌学的検査も担当し,又

獣疫特に狂大病の検査も行つているが 当係ではネグリー氏小体の検索, 動物接種試験等により総合判定

をして居る。

i.井 水 ,水道水及び簡易水道水 (簡水)の細菌学的検査について。

井水は特に田合の営業許可申請を目的とする検査依頼が多 く,且つ井戸の位置等の :環境的影響により

年度別に その成績を比較 して云々し難い。 水道水は水道局, 簡水だ工場或は学校等による依頼であつ

た。 自「ち 29年度の井水の検査件数は 181件で其の中不適 (大腸菌陽性ずは細菌数多数のため)は 93件

51。 4%,水 道水及び簡水は B5件中不適は 12件 6。 5%30年度に於ては井水検査件数 227件中不適は88

件 38.8%水道水及び簡水は 192件中不適 15件 7.8%で あつた。

ii.食品及び食中毒の細菌学的検査について

29年度の一般食品 (牛乳,つL製品,清凍飲料水,保存飲米斗水を含む)検査件数は 225件其の中不適は
16件 7。 1%で 3o年度の検査件数は 257件 ,其の中不適は 4件 1.6%であつたっ不適件数が 30年度に比

し割合に 29年度に多いのは市乳の関係によるものである。 29年度集団中毒によつて材料を保健所より

途附された件数は 7件にして,可検物は 31件であつたがその中 Staphy10 aureい によるもの 4件

Staphy10 albuSに よるもの 1件 PrOteuS mirabiliSに よるもの 1件原因不明が 1件であつた。 30年

度は中毒発生季節が丁度高温低湿であつた関係で特に集団中毒は認められなかつたが,途附された件数

5件にして可検物は 16件 ,その中 Staphy10 aureuS よるもの 2件 ,原因不明 3件であつた。

ili.獣 疫 検 査 について

29年度疑似狂大病として途附された可検物 (頭部)は 19件にして其の中ネグリー氏小体, 動物接種

及び補体結合反応等総合判定によつて真性と認めたもの 3件, 30年度は可検物 (頭部)は 3件で総合制

定の結果何れも真性ではなかつた。

iV.環境衛生に関する細菌学的検査

官庁或は団体等の事務室の室中落下細菌検査を29年度は 147件 30年度は 58件実施したが特記すべき

事は認められなかつた。                          (中 西 恭生)

29年 1月 ～12月 食品細菌関係検査一覧表

種類  井   水 水 道 水 |そ の他の水 食 中 毒 1食 品 細 菌 環境衛生 獣   疫

件数

1月

2月

言十

不
適
一

月

日

月

月

月

月

月

月

月

月

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

1

8

10

13

4

16

33

31

11

3

6

1

不 1有
適 1料

石
料
無
料

石

運
不
適

に■
０
■

一

４̈
■
一

，

．

一

６９

１

４６

３〇

一

一

一

一

二

一

一

一

無 1不 1有 1無
料 1適 1料 1料

一

１

１

１４

一
　

２

　

４

　

一

一

一

一

４

１２

２

１

一

17

2

15

11

|

|

,rl leai 1 1461_|_|_1 1915 7261561 251 9411851_1 121201 32計

無
料
不

摘
不
摘

一

　

一
　

１

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

1

8

6

7

14

25

15

11

１４

１

コ

ーーー

・

１３

２ｏ

ｌ５

１４

１６

１４

１６

２１

１４

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一

539



井   水

11

11

6

11

7

2

51

7

25

192

種類
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件数

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

計

水 道 水 その他の水

30年 1月 ～12月食品細菌関係一覧表

食 中 毒 食 品 細 菌 環境衛生 獣   疫
不

計

15 121 5 119

3.血液検査及び補体結合反応検査について。

当係では梅毒血清反応の外,日本月)当炎,狂大病,発疹チフス等の補体結合反応を行つている。 日常行

つている梅毒血清反応は主として近隣の保健所より依頼 (妊婦血清)の ものが大部分であつたが 数年来

数回に互る保健所関係技術員に対する講習を行つた結果漸次保健所において実施する様になり,30年 6

月以来保健所からの依頼は殆んどなくなり, 一般からの依頼のみとなつたため検査件数は減少したが ,

陽性卒は高 くなつている。筒現在依頼をうけるものは殆んど大部分が定量法である。

日本脳炎の補体結合反応検査は昭和 29年度は少かつたが,30年度は激培し延 252件に達した。

狂大病補体結合反応検査は 29年度 15件 30年度は 2件行つたのみである。

発疹チフス補体結合反応は 29年度に 1件行つたのみである。 叉当係においては昭和 27年以来レプト
スピラ症の分布調査,ブルセラ症の調査研究を行つている。 又カルデオライビン抗原による梅毒血清反

応の妊娠による非特異反応については昭和 26年 12月 ～ 29年 12月迄 3年間調査を行い, 非特異反応が

みられることを確めることが出来た。                    (大 塚  悟)

昭和 29年 度梅毒血清反応検査成績

区 分

凝集法{攪奪ξ毅
ワ氏反応 ∫検査件数 1 4351
緒 方 法 l陽 性 数 1 341

ガラス板 ∫検査件数
法   t陽 性 数

5311 5"|
1141 941

1日 |つ 日
`ノ JI″ ノJ 3月 4月 5月 6Hl ry 8月 9月 10月 11月 12月 計

1陽

|(

531
143
590
111

517
53
318
39

397
31

5,602
714

517 31 528
31

％

３８

215
13

153
22
180
17

1

1,18C
205
952
185
1, 2490551

1951 13

072
88

1,3801
781

12.92

12.74

9。 00

計
∫検査件数
t陽 性 数

13.32

有
料

「И
‐
部

ズ

「
↓
不

不
適

け可
Ｎ
す

釦
ハ
↓
不

|

1

一　
一　
一　
一　
一　
一　
一　
一　
一　
一　
一　
一

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一
　

４

　

１

　

一

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一

‐

一

２

６４

３５

１４

７

３

７

４

一

一

一　
一　

一　

一　

一　

一　

一　

一

137

1
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区 分

ュ  ∫検査件教百1 1陽
性 数

昭 和 30年 度梅 毒 血 清 反 応 検査 成 績

41 221
117 101

1,61
249 15 141

12月 計

凝集法{修
1竃

ξ毅
ワ氏反応 ∫検査件数
緒 方 法 t陽 性 数

ガラス板 ∫検査件数
法   t陽 性 数

22.43

18。 92

23.19

9,

2,
21.324381

70 121

補 体 結 合 反 応 検 査 成 績

月

　

　

別

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

‐２

15 2521 21 011

昭和30年度における日本脳炎補体結合反応検査成績及び28,29年度との比較

昭和 30年における日本脳炎の発生は例年より著しい増加を示した。当所においては日本脳炎容疑患者

血清について,補体結合反応を行つたので, これが検査成績と28,29年度のそれとの比較について述
べる。

検 査、成 績

(1)昭和 28,29,30年 度における月別成績。

区  分

昭和 28年
53

昭和 29 年
24

(4)

昭和 30年
149

計

(64)

1月 2H l.n 4月 5月 6月

71
583
106

9月 10月7月 8月 11月

85

183

28

ll
3791 5891 323
44 79'' 84

l

23011881
481   521

151

51

125

56

％

４０

病

陽性件 数

1

1

10

狂 犬 病

件 数 陽性

発疹チフス | 狂 犬

件 数 陽性 件 数件 数 陽性件 数 陽性 陽性

発疹チフス

昭

日本 脳 炎

昭

日本 脳 炎

和 29年 度 不口 30 年  度

37

1月 2月 3月 4月 15月 6月 7月 8月 19日 110月′‐
 |  

′。

|  
′‐

1

(1)

4

(7)

11 34

(15)
1
|

|

′ |

01

(1)|
4
(1)

3

lC

(2)

119

(60)

12

(2)

|    |
51-|一

註 括弧内の数字は陽性例数を示す。

11月 12月

1,

11

2301

561

1じ 3

60

一

Ｃ

一

一

一

一

〇

〇

〇

１９

６２

３

〇

一

84
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昭和 30年度の発生は 28,29年度に比 して激靖

しているが ,注目すべきことは例年 よ り1カ 月早

く8月 に多発 していることである。

0)各 年度における陽転化 日数

届出発病 日より陽性転化までの病 日数について

追求 してみると次の通 りである。

←)脳 脊髄液 12例について補体結合反応
を行つたが陽性例はみられなかつた。

之は1探取時期が 早かつたた めではない

かと思われる。    (大 塚  悟 )

I

E. 5l I ,^'rB 8～ 10日 21～・50日 言十

昭和28年

昭和29年

昭和30年

11

0

4

4

4

48

7

0

12

22

28年度においては第 7病 日以内に既に陽性叉は陽性転化したものが 11例 (47.82%)ぁ るが,之は届

出発病日が明確さを欠いだためと思われる。 30年度においては第 7病 日以内に陽性転化又は既に陽性の

例が 4例 (6.25%),20病 日以内 のものが 48例 (75。 0%),21～ 50病 日に陽性 転化したものが
12例 (18。 75%)であ り,大部分の例は第 3病週以内に陽性転化を示している。 21～ 50病日に陽性転
化した例のうちには探血時期 (第 2回 目検 査 時 )に より陽性転化日数が長 くなつたと思われる例が相

当数みられる。 一般に第 3病週以内に陽性転化すると考えてよい様である。 叉陽性転化日数の最も長い

例は途次検査を行つて追求したものでは,28年度では第 43病 日,30年度では第 27病 日であつた。又判

定を行いえなかつた例は抗補体作用等のため牛」定不能となつたものが 28年度 5例,29年度 1例, 30年
度 4例で,叉検査 1回のみで 2回目の検査を行いえなかつたものは 28年度 23例,29年度 11例 ,30年
度 64例で,之等多数の例の中には 2～ 3回更に検査すれば陽性転化するものも相当含まれているものと

思われる。筒陽性転化期日不明の例が28年度に 1例あつた。

(3)昭和 30年度日本脳二:建患者血清における補体結合抗体の治長。

数例について,補体結合抗体の沿長を追求することが出来たが,第 3病週前後で最高に達し下降を示
すものと,同値のまま持続するもの, 6病週まで上昇を示したものもある。 又低い価 (1:4)で 持続
し下降した例もあつたが, かかる異常な曲線を示すものは老人にみられることが多い。 又抗体価は 1:
16を示すものが多 く,次いで 1:32, 1:8の ものが多いが,最も高い例は 1:128で 2例に認められ
たのみである。

に)脳脊髄液における補体結合抗体。
12例の脳脊髄液について補体結合反応を行つたが,陽性を示すものはなかつた。之は検査した材料の

探取時期 (第 9病 日以内)が早かつたためと思われる。

む  す  び

(1)昭和 30年度における日本月)き炎の流行は例年より1カ 月早 く且つ多数の発生をみた。

●)昭和 30年度における抗体価は 1:16附近の例が多く,異常な抗体曲線を示すものは老人に多い。

(3)陽性転化は第3病週以内の例が大部      日本月出奥毛者血岩における補〕
`本

結合抗体曲線
"30)分であるが, 3病週以後でも陽性転化

がみられる例があるので, 少くとも4

病週までは追求する必要がある。
″ .X

|:6年

|:32

1:16

1i8

1:4"

|:2

メ
´

/・

↑
抗
体
価
→ 病週

2
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C。 研 究 事 項

i・ 鉤虫駆除剤について

最近輌虫卵保有卒の低下 して来た事は一般実地医家の認める所である。此れを統計に依つて表現する

と第 1表の如 くな り, 昭和 27年度の保有卒に比べると昭和 29年度は畑虫では 10～ 20%の低下を来し
ているが此れは市町村共通の現象である, これに反して鉤虫保有卒は近年やや上昇の傾向にあり福岡市

内で 3o～ 85%と云 う高い鉤虫卵保有卒を示す集団があ り, これから見て, 郡部は勿論市部でも厳重な

る釣虫対策が必要であることを痛感する。当研究所に於て昭和 29年度に試みた鉤虫駆除剤の種類及び効

力は第 2表の通 りである。叉姻虫及び鉤虫保有卒の推移は 一つは集団駆虫が行い易いか否か,駆虫剤が

飲みやすいか否かも関連している此の点集団駆虫を行う際は十分考慮しなければならないと考える。

第 1表  福岡県下の寄生虫卵保有率 (%)

福
岡
市

郡

最 大

15.2

9。 5 28.6

第 2表  ブローム 0ナ フトールの投与法と駆虫率

投    与   法

カマグ併用

昭 和 27年

虫回 虫 鈎 虫

17。 0

4.9

6.6

68.1    15.1

未  検  査

41 34.7

警察学校(県 )

′′ (管 区 )

市 内某会社

市 内某官庁

部

被
検
者

未  検  査

未  検  査

カマグ併用 6時 ,21時投与
カマグ併用

10時 , 15時投与

考備

小
学
生

中

　

　

学

1。 0

1.0

1。 0

1.0

2.0

1.0

1。 5

1。 5

1日 1回

lE2回

1日 1回

1日 2回

1日 1回

29.4

44.5

44.5

61.2

66.6

± 2.2

± 2.1

± 2.1

± 2。 0

± 1,8

2 g
2

3

6

4

日

日

日

日

日

17

18

18

18

15

大
　
　
人

14.3 .L O。 9

50.o ± 1.2

11.5 」= 1.6

虫回 鈎虫 虫

昭 不日 29 年

最  小 平  均 最  大 最  小 平 均総平均 総平均

|

21。 77.1 7.2 5.4

29。 7 35.2
28.4

16.4 13.1351
9.2

67

32.2中 心 部

周 辺 部
48.0

55.5

� l

口p  l

市 部

町

21

11 61.2

31。 0村 部 1  80。
01

|

35。 01

~~|
48.41
~~~~~~~|

53.81

10。 245。 7

- iz.ol Z
I

0。 9

8.1

8.2

14.

13.6

21。 3

50.0 85.7

33.9

23.0 31・ 4

例 数
与 日1回 量 投与回数

虫卵陰転率%

1。 Og

1.0

1日 1回

1日 1回

日

日

g 19

19

31.6 =L 2.0

31.6 =L 2.0

1日 2回

1日 2回

1日 2回

1日

2日

2日

g
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第 3表  鉤 虫 駆 除 剤 の 駆 虫 成 績

名 備  考

四 塩 化 エ チ ン ン

〃  + ヘノポヂ油
ヘ ノ ポ ヂ 油
ク ロ ロ ホ ル ム

プローム・ ナフトール

(住江  直,山本 嘉人)

2.難卵内生ワトリ蜘虫の一例

私どもは最近福岡市郊外において ニフトリの陽管寄生虫たるニフトリ姻虫の成虫が難卵内に迷入して

いた 1例を経験したので,その概要をここに報告する。

自  験  例

昭和 29年 7月 中旬,福岡市の郊外 (福岡県筑紫郡春日町)の一住民が食用に供する目的で難卵を割つ

たところ,その卵白中に活渡に運動する自色の一線虫を認めたので虫体鑑定のため私達の所に持参した
ものである。本虫の大きさは長さ6.5cm,幅 0。 8cmで鏡検の結果,ニ フトリ姻虫の雄虫なることを確
認した。

本虫の内部構造を鏡検するに頭部には 3ケの口唇あり, 食道部は梶棒状を呈してその末端は突出して

いる。尾部には吸盤と交接器を認めた。

吸盤は楕円形に2重の環状となし,その位置は頭部に向つて総排泄腟から0。 31 mm,尾先端より0。
mmの所にあたり,その大きさは内径が210× 260μ ,外径が 230× 278μ でぁった。
交接制は尾先端より2.4mmの所に其底部を有し,こ こから尾先端に向つて 2対突出している。 その
長さは2.4mm,幅 は 45μ で基底部にやや幅が広く99μ ,先端は鈍に終つている。
吸盤の両側には3対の乳頭を認めたが成書に記載してあるような, 10対の乳頭を全て認むることはで

きなかつた。乳頭の大きさは直径最大 106μ ,最小 36μ で円形をなし,真上から見ると吸盤と同様に 2
重の環状を呈し,その内径は22X15μ でぁつた。

考 察

日本動物図鑑によればニフトリ畑虫の雄は長さ30～ 80 mm,雌 は60～ 120 mmで雌の方が一般に長

くなつており,私どもの自験例の測定値も長さ65 mmで雄の干均値にほぼ等しい値であつた。その他 ,

内部構造についても大体日本動物図鑑や板垣の記載と同じであつたが, ただ 1つ乳頭の数についてはこ

れを確定することは出来なかつた。板垣によるとニフトリ姻虫 ASCardia galllの 外に,これと極めて

よく似た AsCardia lineataと いぅ種類があり, この両種は雄虫後端にある乳嘴突起の数によつて鑑

別されるとある。自口ち後者には 10対のそれを見ることが出来ると記載されているが,私どもの自験例で

ははなはだ残念ながら3対までしか見ることが出来す,よつて本例が両種のいずれであるかを決定する

ことは出来なかつた。なおアメリカでは後者のみしか存在しないが, 日本には存在するらしいと記して

ある。

つぎに本虫の鶏卵内への迷入径路を推測するためには ニフトリ畑虫の発育方法を明らかにしておく必
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要がある。板垣によればニフトリ畑虫の発育には

1) 畑虫が直接小腸内で発育する方法
2)姻 虫が小腸壁に侵入して結節をつ くり,後小腸内に遊出して成虫に発育する方法
の 2つがありかつ姻虫は全 く体内移行をしないことを実験によつて確かめているので,本虫の鶏卵迷入
は畑虫が体内移行によつて雌性生殖器に到達した結果, 鶏卵内に迷入したと考えるよりは, むしろ固有

寄生部位たる小腸から下行して排泄腟に到 り, ここで逆に排泄腟中室の背壁の側方にある輸卵管末端の

開田部より上行し,恐 らく峡部よリラツパ管までの間において卵自中に包みこまれて再び下行し,子宮
腟部において卵殻内にとじこめられたものとみる方が安当ではなからうか。 これとは反対に,難卵内に
よくみられる日本難卵吸虫 PrOathogonimuS iapOniCum Bralmは 一般に体内移行によつてニフトリ

楡卵管やフアブリス嚢に寄生するため,産卵の経過中に本虫が難卵内に侵入することは当然考えられる
ことであ り,これと私どもの自験例の迷入とは全 く趣を異にするものである。
ニフトリ畑虫鶏卵内迷入例を文献によつて見るに, 日本動物図鑑に往々見られると記載してあるが ,

誌上発表の文献として見出されるものは僅かに瀬木等の最近の報告だけと思われる。 この文献によるも
またニフトリ畑虫の鶏卵内迷入例が文献上珍しいことを指摘 している。 この報告例は 2例でいすれも雌
虫の迷入例のみであつて昭和 28年に東京都と宮城県で見出されたものである。

つぎに私どもは念のため,ニ フトリ姻虫のニフトリにおける保有卒を調査した結果,約 80%と いぅ高
い虫卵保有卒をぇたのである。 このことから考えてみてもニフトリ畑虫の感染がいかに広範囲であるか
が分るし,従つて本例の如き迷人の機会も自ら多 くなることが想像せられる。 だから誌上に発表せられ

る文献には珍しくとも,実際にはもつと多 くの1,米入例が存在するのではなからうか。
このような寄生をうける難卵であるから, 寄生虫以外のものについてもまた汚染される可能性がある

ものと考えられるし, また瀬木等の報告でも微生物の侵入が ありうるとあるので鶏卵の使用に 当つて

は,こ の点再考慮する必要があるのではなからうか。

む  す  び

私どもは鶏卵内に迷入し, かつ生存しているニフトリ畑虫の雄成虫の一例を経験し, その内部構造を

検討すると共に迷入経路について考察した。

さらに迷入という事実より,鶏卵が外界から寄生虫その他によつて汚染せられる可能性を認め,鶏卵
の使用に当つての再考慮を促した。

(住江  直,山本 嘉人)

3。 最近 4年間の福岡県下に発生した食中毒の概況

最近 4年間 (昭 26。 1～昭 29。 12)の県下 30保健所より報告されたもの及び保健所より当研究所
に検査依頼のあつた食中毒を一括 し纏めたものである。

先す原因食品別にみると全国統計で魚介類が約 50%を 占めているが本県も水産地である関係上魚介類

利用卒が高いため全国同様魚介類によるものが非常に多い。従来の文献からみると7,8,9月 が最も
高 く,其の過牛数以上を占めている。本県に於ても細菌性食中毒は 5月 を起して 7,8月 が最も高い発
生をみている。 これは季節的にみて細菌発育の外囲事情が至適な季節であるからと思う。又本県は 1,
2,3月 の各季に相当高い発生卒を示しているが,之れは河豚中毒の如きものの発生が多いことによる
もので本県に特有のものと云うことが出来るかも知れない。

九州地方の 8月 は気温が非常に高 く一般人も食品に対する注意を払つて居 り, 集合等の折詰の機会も

少ないため, 発生件数は 7月 ,8月 の両期に大差がないのに係らす 中毒患者は 7月 に比して約牛数であ
る。叉特に 6月 ,9月 ,10月 の 3ケ月に於て, その中毒件数に比して患者数が多い所以は好季節のため
旅行,会合や其の他集会に折詰を利用する機会が 増加するためそれによる集団中毒が 発生するからと思
はれる。
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本県に於ては浩化器系伝染病菌に依る食中毒は最近 4年間には言:懲められない,然るに葡萄状球菌バラ

大腸菌或はプロテウス菌等による食中毒が相当みられる,且原因食の確保が出来ぬため病因物質不明件

数が 40%の多きに至つて居る,之等の事は未だ一般人の食品衛生に対する認識が不充分である事を示唆

するものと思う,今一段と衛生知識の向上が望ましい。

細菌性食中毒が晩春から夏期に上昇し, 晩秋から各期に下降するのは気象的条件の影響によるからで

ある。この気象的条件が如何なる関係にあるか本県及び全国特に県庁所在地の 38ケ所の最近 4年間の干

均温度,湿度,日差を取 り上げて観察すると或る一定の気象的条件が具つた時印ち干均温度 17°C以上湿

度 75%以上になつた場合 食中毒の発生し得る危険域となる。 之に該当する月は福岡地方では 5月から
10月 ,全国では 6月 から9月迄である。最も危険な時期は平均温度 200C以上,湿度 80%以上になつた

場合である,之に該当する月は福岡地方では 6月から9月 , 全国では 7月 から9月 となる。此の様に食

中毒の発生に温度,湿度は大きな気象学的因子になるが日差はあまり問題にならなかつた。

(中西 恭生)

4.鶏 卵と細菌について
(特に細菌の卵殻通過について)

鶏卵の腐敗或は鶏卵内の細菌による食中毒の原因となる例は少なくない。鶏卵が特に病人或は幼児に

栄養食品として給与される事に鑑み鶏卵に附着した細菌が 卵殻の細孔を容易に通過し得るや,叉細菌の

卵殻通過と鶏卵の保存との関係を知る事は食品衛生上必要事と考へ新鮮鶏卵産后 1～ 3日 目,陳旧鶏卵

産后 45日 の卵殻に異常を認めない鶏卵 60個を選び,大腸菌, ゲル トネル菌,雛自痢菌 ,及び 黄色葡萄

状球菌等の 4菌種を用いて実験した結果新旧の卵殻に塗布或はこれらの細菌培養液内に漬け,温度及び
湿度を考慮して室温又は孵竃内に放置せる場合に於いても 容易に卵内に侵入する事は 認められなかつ

た。然 し鶏卵の内容を除去した印ち生活能力を沿失 した 卵殻に対しては容易にこれ等の細菌の卵殻塗布

のみにて細孔を通して内部に浸入する事が認められた。

文献によれば鶏卵内に枯草菌 及び変形菌の合有卒は甚だ高いのである。 これについて私は卵殻に直接
或は汚物と共に附着した両菌種は常に卵殻を通過して卵内を汚染するものとは考へられす, 鶏卵の保

存上のi環境的影響が大いに関与するのではないかと思考し, 実験した結果通気性の最不良場所に於いて

は両菌種共卵殻を通過するが遭風性の最良場所では枯草菌のみ通過し,変形菌の通過は認められなかつ

た。これは通風により卵殻面或は附着した汚物 (糞等)の乾燥する為め,無芽胞菌である変形菌の生活

力の表易を或は沿失により卵殻を通過しかねるものと思考する。

次に卵自の細菌に対する殺菌性を実験せるに其の結果 卵自の殺菌性は菌種によつて多少異なるが 主と

して卵自のp.Hの影響によるものと思はれるが,p.Hの 響影以外に何 らかの殺菌性因子が存するようで

あつた。                                   (中 西 恭生)

5。 CardioliPin抗 原による梅毒血清反応,特に雑娠による非特異反応について。

梅毒血清反応に Cardi01ipin抗 原 (「力」抗原)が使用されるようになつてから,非特異反応は減少

したという報告が多いが,妊娠による非特異反応については分娩迄の検血や 飢往歴の調査も必要なので

,こ の種調査は行われ難い現状である。私共は昭和 26年以来この調査に着手しその一部は現に報告 した

が,その後の調査成績をも併せて報告する。

i◆ 調 査 方 法

昭和 26年 12月～ 29年 12月 の 3年間,当所に検査を依頼した近隣の 4保健所管内の妊婦血清につい

て,「力」抗原使用の凝集法,緒方法 (ワ 氏反応)と 従来の村田法の 3法を用いて, 初回検査で確実に
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陰性のものは除き,少 しでも疑わしいものについては妊娠後期,分娩後 (約 1。 5～ 2月 後)の合計 3回
の検血を行うと共に調査表により,既往歴の調査を行つた。 叉「 力」抗原で両法共中等度以上の陽性を
示したものをA群 ,両法等易を陽性を示したものをB群 , 何れか 1法のみ陽性のものをC群 ,C群のうち
凝集法のみ陽性をC■ ,緒方法のみ陽性をC2群とした。

iie調 査 成 績

妊婦血清総検査数は 11,611例で,いずれか 1法以上陽性を示 Lた ものは 672例 (5。 78%)で ,その
うち分娩後迄追及しえたのは 52例である。以下 52例について述べる。

1) 既往症と血清反応との関係および分娩後の陰転状況。
表 1の通 り。すなわち 52例中 29例 (55.7%)に は既往症があ り,他の 23例については 11例 (2■ 1

%)は 既往歴0と認めることが出来るが他の12例 (23。 0%)ク』本人の申立ではいずれとも断定し
えなかつた。 これら52例中分娩後陰転したもの
は既往症 0では A群 2例 ,C■群 1例,C2群 2
例,既往症 0ではB群 2例 ,C■群 3例の計10例
(19.2%)で ,こ の 10例中既往症 0の A群 2例
は治療を行つていた ものであり, 陰転は そのた

めと思われる。しかし既往症 0の C2群 2例は 1

例は検血陽性のため,他の 1例は近親者に精神異

常者があり,夫の検血も不明なため一応既往症0
としたがこの 2例とも治療なしに分娩後陰転して

いるので,妊娠による非特異反応だつたとみなす
のが公当かも知れない。 又既往症0の 11例中5
例は治療なしに分娩後陰転したので,これは妊娠

による非特異反応だつたとみなすことが出来るが

他の5例は潜伏梅毒或は他の原因による非特異反

応と思われる。

2)「力」抗原と村田法との比較
表 2の通り。

血清
反応

不  明 112

( )は出産後の陰転数を示す c

第 2表  「力」抗原と村田法との比較
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1)「力」抗原による梅毒血清反応においても

妊娠による非特異反応は存在し,52例中 5例に

認められた。

2)妊 娠中緒方法のみ蒻陽性で,分娩後自然

陰転 した 2例は本人には何等の既往歴もなく,配

偶者の罹患等のため非特異反応例から除外 したが

妊娠 ,出産ということにより反応の成績が左右さ

れたことは明らかであ り,今後検討すべき問題と

思われる。叉既往症のある妊婦の血清反応の強さ

は分娩後も変化な く,分娩による影響は認められ

ないように考えられる。

3)村 田法に非特異反応例が みられなかつた
ことは特異性が高いためではなく,銑敏度が劣る

ためのものであると思われる。 (大塚 1吾)

( )内は非特異反応を示した例数を示す。

第 3表 非特異反応例における血清
反応成績
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6.大のレプトスピラ症に関する研究,特に無症状型における病理所見並に血清
反應との関係

犬のレプトスピラ症 , 特に無症状型 170例 について病理学的並びに血清反応との相関々係を追求して

次の様な成績をえた。

1)腎における病変は淋巴性間質性腎炎の程度により5型に分けうる。即ち I～ Ⅳ型は間質性腎炎が

あ り,初期のものから更に進んで慢性化 し,高度の萎縮 IF野に至るまでのいろいろな段階が認められた。

V型は間質性腎炎を認めないものである。

2)肝 ,牌には間葉性反応を認めるものが多いが,特異所見とはみなし難い様である。
3)肺 ,心には特異な所見は認め難い。
4)血清反応の推移と間質性腎炎との関連性は認められるものが多いが, 関連性の認められない例で

は肝,牌に病変を認めるものが多い。

5)補体結合反応のみ陽性を示した例は従来疑問祀されていた病理所見を或る程度解決しえたものと

考える。

6)レプトスピラを保有する 21例の観察では,血清反応の強度とレプトスピラ保有状況との間に密接
な関係がなく,レ プトスピラ保有状況と間質性腎炎の有無及び程度とも関係が認められないが,一般に

病変の軽度のものに多い。肝,牌は間葉性反応を示すものが多 く, 肺,心臓には著変は認めない。肝 ,
腎における L evaditi染 色では 2例が陰性であつて,肝腎共陽性のものが 2例あつた。

(大塚  悟)

7.大 の レプ トスピラ症における補体結合反應
1・ 自然例における凝集溶菌反應 との関係

従来犬のレプトスピラ (「 レ」と略)症の血清には主として SChufherの 凝集反応 (so M.反応と

略)が用いられ,補体結合反応 (c.F.T。 と略)を試みた報告は見当らない様である。私は本抗体の沿

長,soM.反応との関係及び病理所見との関係等追求するため, まづ野犬について本法とSoM.反応と

を以つて「 レ」の検索を行つたところ,こ の方法が SoM.反応に比較してそん色がみられす,十分診断

に使用しうることを知つたので報告する。

i。 実験材料並びに方法

材料は昭和 27年 9月 ～ 28年 4月 に県下で捕獲された野犬 230頭である。実験方法は フイルとカニコ

ラの両株を用いて s.M。 反応とCe Fo T.を 行つた。

C.Fo T◆ :米国陸軍 医々学校法に準 じて行つた。抗原は両株の培養液を高速遠心し,洗澄を原量の 1/10

～ 1/15量 の O.01%マ ーゾニン加生理食塩水に浮滋 させたものを用いた。

S.M.反応 :従来用いられている通 りである。

ii.成     績

両反応共
~:彙

程度の類属反応は認められるが, いづれか一方に強 く反応を示すものが大部分で, 両株共

同程度を示すものもぁった。C.Fo T.では 1:10～ 160,SeM.反応では 1:300～ 3,000を 示すもの
が多 く,両株同程度のものは C.F.T.では比較的抗体価の低い所に多いが,SoM.反応では抗体価の比
較的の高い所に多い。 又「 レ」保有犬の血清反応は両株の類属反応は認められてもいずれか一方に強 く

反応を示しているものが大部分であるが,両反応共両株に同程度の成績を示したものや,両反応共抗体
価が低 く,.血清反応をもつてしては両株の区別の困難なものも認められた。 また両反応間にはその成績
に 5%以内の危険卒では有意の差が認められない。 またマーゾニン添加抗原は水室に保存する時は少 く
とも4カ 月は十分使用 しうる。
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む  す  び

1)Co Fo Teと so M。 反応との間には有意の差は認められす牛|1定の容易な点,抗原の保存等の点等す

ぐれた点もあ り大の「 レ」症の血清診断に使用 しうる。

2)Co F.T.抗原は氷室に保存する場合少 くとも4ヵ 月は使用可能である。   (大 塚  悟)

8。 ブルセ ラ症 (波状熱 )に 関す る実験的研究 ,特に骨髄所見について。

ブルセラ症における骨髄:所見を追求するために, B re abOrtuSに よるモルモツトの皮下並びに静詠内

接種実験を行い次の様な成績をえた。

1)実験的ブルセラ症の骨睫所見で基礎所見となるものは肉芽腫形成にあるが, 静泳内接種実験群で
は 3日 後から,皮下接種実験群では 5日後から認められる。
2)肉芽腫は極 く初期では, 腫大 した細網細胞と変性 した偽好酸球からなるが, 時日の経過と共に類
上皮細胞を主体とするものからなり,最後は恐らく疲痕形成を残すことなく沿散するものと思われる。
3)赤色髄と脂肪髄では両者間に著しい所見の差異が認められるが, 之は菌の分布状況及び間葉性反
応の差異によるものと考えられる。

4)骨髄における肉芽腫形成は抗体産生と関連性が認められる様で, 一般に抗体価特に凝集価の高い

例に多 く,低い例には少いが,細網細胞のビマン性腫大培殖を認める例では肉芽腫形成は少い。
5)肉芽腫形成は骨髄,牌についで淋巴節, 肝 ,腎の順に多 く,畢丸,卵巣には少い。又骨髄では静
肱内接種実験群では 3日後から, 皮下接種実験群では 5日後から認められ以後実験全期間に互 り略々全

例に認められる。筒骨髄における肉芽腫は牌のそれと略々平行した治長を示す。

6)菌検出卒は骨髄 ,牌,淋巴節,肝の順に高 く,Br。 菌は骨髄に最も長 く証明出来る。

(Kyushu JOurna1 0f MedicaI Science 1956掲 載予定)

(大塚  悟 )

90熊 本県八代 市肥後高 田駅附近 に於 ける恙虫の調査

i。 緒     言

八代市から水俣市にかけて発生する鏡熱, 宮崎の日向熱等の腺熱に関しては色々と報告がなされてい

るが,九大操教授は鏡熱患者より病毒を分離 し, 福田宮崎衛生研究所長は日向熱患者及び その発生地域

の鼠よリリケツチアを見出し,九大沢田教授等は鏡熱, 日向熱患者及び その発生地域の鼠よリリケツチ

アを分離 した。その血清反応に於ぃて Weil FeHx oX Kに 高い凝集価を示すことより恙虫病の一種で

はないかと思われているが,此等疾病の伝播に関しては恙虫が関係 しているか否か不明であるが, 一応

鏡熱患者発生地域である八代市肥後高田駅山麓に於いて本年 1月 より9月 まで調査したので,未だに不

充分であるが中間報告をする次第である。

iie調 査 成 績

捕鼠を行つたのは肥後高田駅附近の山麓を主とし,昭和 30年 1月 6日 ,2月 23日 ,4月 18日 ,5月
28日 ,8月 16日 及び 9月 11日 の 6回である。その捕鼠の数及び種類並びに それ等に寄生していた恙虫
の成績は第 1表に示す如 くである。次にアカネズム1頭についての恙虫寄生平均数を第 2表に示した。

この成績より見るに,探集された 9種の恙虫全般に亘つて 4月から減少して,8月 中旬に捕獲した 4

頭のアカネズムには一匹の恙虫も探集されなかつた。 9月 になると 4種の恙虫が探集されているが主に

アカムシ群であつた。

�.考      察

鏡熱患者は主に秋より各にかけて殊に 10月 11月 に最も多 く発生するのであるが,真夏に於ける発生
は極めて少い。



・
｀‐ ″ ~~~|

|

|

|―-50-―

余は八代市地区のアノフエレスの季節沿長を調査 して先きに医学と生物第 30巷第 4号に発表したが ,
アノフエレスは 11月 より激減 して 11月 より翌年 1月 までの 2ケ 月間は殆んど探集出来なかつた。

然るに鏡熱患者は各期及び春期にも比較的に発生を見るのである。 更に最近九大沢田教授等は腺熱病
毒の人体実験より潜伏期 7日 ～ 12日 で発症を見ているので, かかる点よリアノフエレスの媒介は考え

られす,む しろ此の度の恙虫の調査からも恙虫が他の昆虫の媒介を考えた方が 適当と思われるので今後
更に調査を進めたいと思う。                        (住 江  直)

第 1表  捕 鼠 数 及 び 恙 虫 探 集 成 績
6～7/1  昭 30
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第 2表   ApOdo SpeC.1頭 についての恙虫寄生平均数

6/二

23/1

18/1v

28/v

16/vⅢ

l1/Ⅸ

4

7

7.5

0.5

0

12.

0

0.6

1.0

0

0

0

iO.昭和 30年度 日本脳炎様疾患群について (脊礎液検査法 )

昭和 30年度に於ける県下各保健所より途附せられた脊髄液について細胞数,Nome‐Apelt,Pandy,

糖,サルチルアルデヒド反応及, UiSagky反応を実施し,日本脳:;た様疾患群の中で補体結合反応で診断
した。以下日本脳炎とその他のものとの診断的価値について検討した。

日本脳炎様疾患も,その中日本脳炎も,細胞数は平均 67ノ 3,84/3でぁつて.診断的差異はなく僅かに

日本脳炎の方が多い傾向にあつた。Nonne‐Apeet,Pandy反応共に日本脳炎様疾患及びその中の日本脳

炎も Nonne oが 62。 7%,66.6%Pandy Oが 50。 8%,53。 3%と 最も多く。 日本脳炎とその他では
Nomeに於ては日本脳炎が低い傾向を示し,Pandyは その他の 日本脳炎様疾患より高い傾向を示した
が各々有意差はなかつた。 糖に於ては正常以上が 日本脳炎様疾患及び その中の日本脳炎では 91。 5%,
93%で 日本脳炎と非日本脳炎では日本脳炎が多い傾向を示しているが有意差はなかつた。 サルチルアル

デヒド反応では日本脳炎様疾患及び日本】0当炎では〇以上 76。 8%,75。 6%で有用なる診断法であるが ,
探液からの経過日数や塩酸の添加,非添加等の条件が色たであるので, これでは判定しがたいと思はれ

る。UiSagky反応は 日本脳炎様疾患及び 日本脳炎では 83。 4%,83。 9%と赤酒色を示しているので診
断に利用される法と考へるが,日 脳と非日脳との鑑別には利用されない。以上より日脳の早期診断とし

て,日本脳::た様疾患約 70例で検討した結果では此等の検査法では鑑別にはならないと思はれる。

(住江  直,野田 英世)

Ⅸ.研 修 概 況

A.講 習会並に実地指導

昭和 29年 1-12月
1。 自衛隊衛生除員の細菌検杏講習会

昭和 29年 6月 21日 より7月 10日 まで,自衛隊第四管区総監の依頼により九州駐屯部除衛生隊員に

主として赤痢菌検査技術について講習会を開催した。 (細菌検査科)

2.衛生昆虫駆除講習会
昭和 29年 7月 12日 より14日 まで 6モデル保健所 (田 川,朝倉,福島,大川,大牟田,糸島)の環

境衛生係技師に,衛生昆虫の中,蚊,蠅の生態及びそれについての調査方法について講習 した。

(衛生生物科)

3。 水 質 試験 講 習 会

昭和 29年 8月 3日 より5日 まで,県下各保健所検査室職員に対して水質試験講習会を開催した。

4,結 核 菌 検 査 講 習 会
昭和 29年 8月 12日 より20日 に至る期間に県下全保健所細菌検査室職員に対し結核菌検査講習会を

開催した。 (細菌検査利)

5.鼠族昆虫駆除講習会

昭和 29年 8月 26日 糸島郡北崎に於て県下全保健所の環境衛生係職員に対し蚊蠅の種題, 生態状況
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0
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0
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0
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及びその駆除法について講習した。 (衛生生物科)

6.衛生昆虫探集調査実施指導

昭和 29年 9月 1日 から3日 まで朝倉,日 川,戸畑各保健所に於て,又昭和 29年 10月 27日 28日 の

2日 間大牟田保健所に於て,各々衛生巳虫 (蚊,蠅)探集,調査法について実地指導を行つた。

(衛生生物科)

7。 衛生昆虫の越各に関する講習会

昭和 29年 12月 16日 ,1環境衛生係職員に対 し,蚊,蠅の種類別による越各について講習を行つた。

(衛生生物科)

昭和 301年 1-12月

1.昭和 30年 2月 10,11日 の両日間添田保健所に於て食中毒原因菌の調査指導を行つた。 (衛生生
物科)

2.昭和 30年 3月 25日 から27日 まで 3日 間,山問,浮解,築上,門司,各保健所検査技術員に対し

梅毒血清反応について実地指導を行つた。 (衛生生物科)

3。 昭和 30年 3月 28日 から30日 まで 3日 間,直方,日 川,飯塚各保健所の技術員に対し,市水源池

用水の検査方法及び探水要領について実地指導を行つた。 (化学試験科)

4.梅毒血液検査講習会

昭和 30年 4月 19日 から28日 まで,県下各保健所及び各性病病院検査技術員に対し,新 しく追加さ

れた板ガラス法などについて講習会を開催した。 (衛生生物科)

5。 腸内物菌検査法講習会

1。 昭和 30年 5月 31日 から6月 3日 まで 4日 間, 各保健所並に特殊細菌検査所検査員に対 し,腸

内細菌検査法について講習会を開催した。 (細菌検査科)

6.公害防止対策講習会

昭和 30年 5月 から6月 に至る期間に,田川,戸畑,福島,遠賀保健所の職員に対 し,騒音,有害ガ
スについて講習を行つた。 (化学試験科)

7。 昭和 30年 9月 29日 ,戸畑,国 川,久留米保健所職員に対 し, 公害調査に対する技術指導を行つ

た。 (化学試験科)

B.衛 生究研所技術報告会

1.昭和 30年 9月 14日

粉乳中の砒素検出法について             化学試験科

2。 日召禾日30年 10月 14日

(イ )古賀町における四エチル鉛による飲料水の汚染について

化学試験科

(口)四エチル鉛中毒の臨床について          衛生生物科

3。 昭和 30年 11月 15日

(イ )本年の日本脳::たについて (臨床検査)       衛生生物科

(口)補体結合反応よりみた本年の日本脳二:廷        衛生生物科

4。 日召和 30年 12月 15日

所謂流行性腎:!たについて               細菌検査科

太 田 技 師

師

師

技

技

山

田

秋

野

師

師

技

技

江

塚

住

大

高 橋 技 師



―-53-―

C。 発 表 業 績 ― 寛

1。 誌 上 発 表

1。 飲料水の水質についての知見       秋山 高,守田和子,科学,24,261,1954。
2.犬のレプトスピラ症における補体結合反応 :  大塚 悟 ,医学と生物学,32(5),236,1954。
3.CardiOIipin抗 原による梅毒血清反応,特に妊娠による非特異反応について :

大塚 悟,医学と生物学,36,17,1955。

4.犬のレプトスピラ症に関する研究,特に無症状型による病理解剖所見並に血
清反応との関係 :            大塚 1吾 ,福岡医学雑誌 ,45(11),703,1954。

5。 最近の駆虫剤の効力と使用法 :      山本嘉人,住江 直,治療 ,3767),1955。

6。 最近四年間の福岡県下に発生した食中毒の概況 : 中西恭生,公衆衛生,18(3),1955Q

7.鶏卵内ニフトリ畑虫の一例,       住江直,山本嘉人,医学と生物学,34(2),1955。

2.学 会 発 表

1.澱粉工場
・
廃液による飲料水の汚染について.秋 山 高,日化九州地方会 (昭和 29年 10月 )

2。 都市室気の汚染についての研究 (その一): 脇元作郎,秋山 高, 日化地球化学討論会 (昭
和 29年 10月 )

3.1プ ローム,.2ナ フトールの使用法について :  山本嘉人,住江 直,日本寄生虫学会 (昭和
29年 10月 )

4.結核菌菌株及び培地成分とツベルクリン産生との関係 : 武原雄干,坂本さつき,日 本結核病
学会 (昭和 29年 4月 )

5.四エチル鉛による飲料水汚染例について : 猿田南海雄,秋山 高,守田和子,脇元作良『,森
彬,松尾和彦。日本産業医学会九州地方会 (小倉,昭和 30年 11月 )。

6。 飲料水の水質に関する一考察 : 守田和子,秋山 高,第 7回日本薬学大会 (京都,昭和 29年
4月 )

7.工場騒音の実態調査 : 秋山 高,第 27回日本産業医学会 (高松.昭和 29年 4月 )
8.弗素比色定量法の検討 (その一):脇 元作郎,日本化学会九州支部会 (戸畑.昭和 30年 6月 )

9.血液より分離せる B aCterium anitratum:坂 本さつき, 高橋克己, 九大細菌学教室集談会
(昭和 30年 11月 )

10.膿瘍より分離せる a typhimuriumに ついて :坂本さつき,高橋克己,九大細菌学教室集談会

(昭和 30年 11月 )

11.熊本県八代市肥後高田駅附近に於ける恙虫の調査 : 住江 直,第 5回 日本衛生動物学会南日
本支部大会。 (昭和 30年 10月 )
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１
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Ｊ
当
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＝
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衛研就任
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(科)別

及枝師 真 子 憲 治 雇 清 原 信 子 30。 40昭和
30.4.25

濃主事 1原  義 正 船越 とも子 2504.130。 8。 11

汲技師
28。 11。坂本 さつき 24。 10。 1 細菌検査助手 脇 元 作 郎

文 屋 春 栄 24.10住 江  直 28.10。  1

中 村 俊 夫 古賀 文太郎 24。 10。25.3。  8

高 橋 克 巳 白 水 立 夫 24。 1024。 10. 1

庶 務 科

細 菌 科

衛生生物科

化学試験科

細 菌 科

勝 田 幸 枝 24.10。山 口  昭 24.10。  1

佐 藤 春 江 24。 10。中 西 恭 生 24.10. 1

庶 務 科

衛生生物科 ″

大 田  寿 24。 10。 1 石 田 キ ン 24。 10。

24。 10西 見 保 之 24。 10。 1
1重
松 照 子

24. tO. ll大 塚  悟 24。 10。 1 梶 原 ツ タ

24。 10。 1中 村 幸 男
124。

10。 1

化学試験科

細 菌 科

衛生生物科

化学試験科 培 養 手 西 島 清 乃

武 原 雄 平 24。 10。 1 細 菌 科 井 手 政 子 25.11.30

秋 山  高 2504.21 化学試験科 ″ 武 井 守 正
130。

1。 1

野 田 英 世 30.9. 1 衛生生物科 中 上 澄 子
129。
701

守 田 和 子 24.10. 1 化学試験科 小 串 寿 明 30。 12.16

渡 辺 書 夫 27。 4. 1 庶 務 科 火   夫 前田 一二郎 24.10. 1

小西 二重子 24010. 1 市川 荘次郎 24.10. 1

L___
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